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いの町公式ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/

●総人口	 24,815 （25,340）人

●男　性	 11,805 （12,058）人

●女　性	 13,010 （13,282）人

●世帯数	 10,891 （10,953）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成26年6月末日現在（　）内は前年同月末日

第９回高知国際版画
トリエンナーレ展

展覧会：10月11日（土）～
11月30日（日）

2014

開催まであと 日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

町県民税　２期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　２期

問い合わせ
  高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
  環境課　　　　　　　　　  893－1160
  吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
  本川総合支所住民福祉課　  869－2112

犬･猫に関する相談窓口 今 月 の 納 税

上下水道休日当番

今月の主な内容

「母子保健推進員養成講座」参加者募集！！２

10月診療分から中学校卒業までの医療費が無料になります２

地震への備えはできていますか３
財政事情の公表14

棚田の火まつり

８月23日に上八川津賀谷で、棚田の火まつりを開催します。
伝統芸能の獅子舞の奉納や松明への点火などがあります。
皆さん是非お越しください。
詳細は、27ページ観光協会からのお知らせをご覧ください。

▪日時：８月２３日（土）
　　　 16：00～21：00
▪場所：上八川津賀谷
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「母子保健推進員養成講座」参加者募集！！
◆ 申込・問い合わせ ◆　　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　　  ８９３－３８１１

　乳幼児医療費助成制度は保険医療機関など
で受診する際に、自己負担金の公費助成が受
けられる制度です。
　町では、これまで就学前の乳幼児を対象に
実施してきましたが、10月１日より中学校
卒業まで延長することになりました。対象と
なる方には、８月下旬に申請に関するご案内
をお送りしますので、期間中に必ず届出をし
てください。

▼新たに対象となる方
　小学校１年生から中学校３年生（平成11
年４月２日～平成20年４月１日生まれ）
※生活保護・重度心身障害児・ひとり親家庭
医療費助成制度を受けている方は、引き続き
それぞれの医療費助成制度で助成を受けられ
ますので対象にはなりません。
▼助成対象
　健康保険を使用して診療や調剤を受けた際
の健康保険適用による自己負担分

▼助成対象とならないもの
・入院したときの食事療養標準負担額
・健康保険が適用されないもの（予防接種料、
健康診断料、薬の容器代、差額ベッド代など）
・学校、幼稚園及び保育園の管理下での負傷
又は疾病など、独立行政法人日本スポーツ振
興センターの災害共済給付の対象となるもの
・交通事故等第三者行為による診療（保険給
付と認められない場合）
・そのほか法令などにより給付される医療費
▼助成方法
　原則として現物給付（窓口での自己負担な
し）とします。ただし、県外の医療機関など
で受診した場合は償還払い（一度保険医療機
関等窓口で支払いをし、その領収書を提示し
て払戻しを受ける）になります。
■問い合わせ
　町民課	 ８９３－１１１７
　吾北総合支所住民福祉課	 ８６７－２３００
　本川総合支所住民福祉課	 ８６９－２１１２

10月診療分から中学校卒業までの医療費が無料になります

　母子保健推進員は地域の身近な子育て支援者
です。町が行っている乳幼児健診、育児相談の
身体計測やおやつ作り、子どもと保護者への声
掛けやふれあいなど、楽しく活動しています。
　そんな地域ぐるみで子育て支援活動を行うメ
ンバーを増やすために、９月から母子保健推進
員養成講座を開催します。（全５回の受講が必

要です。）参加料は無料です。
　子どもが大好き、子育てに
関心がある方、今回の養成講
座受講後に母子保健事業に協
力できる方の受講をお待ちし
ています。
※９月19日（金）申込締切

日　　時 場　　所 内　　容 講　　師

1 9月30日（火）
　14：00～16：00 すこやかセンター伊野

母子保健活動について
乳幼児の健康について
母子保健推進員の役割

母子保健推進員代表
仁淀病院小児科 倉繁医師
保健師

2 10月 7日（火）
　14：00～16：00 すこやかセンター伊野

子育て支援に必要とされて
いること
親子の食育の大切さ

NPO法人カンガルーの会 中西保育士
管理栄養士

3 10月14日（火）
　14：00～16：00 すこやかセンター伊野 妊娠期からの母子愛着形成

について
高知大学医学部附属病院
周産母子センター 森本助産師

4

10月21日（火）
10月28日（火）
11月 4日（火）
 午前中いずれかに参加

天王コミュニティセンター
すこやかセンター伊野
枝川コミュニティセンター

参加してみよう！おやこっ
こたいむ
 （母子保健推進員活動体験）

保健師
管理栄養士
母子保健推進員

5 11月11日（火）
　14：00～16：00 すこやかセンター伊野 修了証書授与

これからの活動について
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地
震
へ
の
備
え
は

　

で
き
て
い
ま
す
か

（
防
災
訓
練
・
研
修
）

「
県
内
一
斉
避
難
訓
練
」及
び

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防

災
訓
練
」の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
沿
岸
地
域
を
襲
っ
た
大
津
波

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
も
、

そ
の
発
生
確
率
は
、
今
後
30
年
以

内
に
70
％
程
度
と
確
実
に
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
備

え
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

町
で
も
旧
町
村
単
位
で
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
「
県
内

一
斉
避
難
訓
練
」
及
び
「
地
域
の

み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。
当
日
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
を
使
用
し
た
緊
急
地
震
速
報
を

町
内
全
域
で
放
送
す
る
予
定
で
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え
た
場

合
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
訓
練
日
・
会
場

　

８
月
31
日
（
日
）

・
伊
野
地
区

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
）

・
吾
北
地
区
（
全
域
）

・
本
川
地
区
（
全
域
）

▼
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
放
送
内
容

◇
９
時（
緊
急
地
震
速
報
）

「（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。た

だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

「（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）

緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。」×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）」

◇
９
時
03
分（
震
度
速
報
）

「（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。た

だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

「
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。火
の
始
末
を
し
て
く

だ
さ
い
。テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付

け
て
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。こ
れ
は
訓
練
放
送
で

す
。」×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。（
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）」

　

当
日
訓
練
に
参
加
で
き
な
い
方

も
、
ご
自
身
の
地
震
に
対
す
る
備

え
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
研
修
会
の

　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

吾
北
地
区
自
主
防
災
会
連
合
会

主
催
の
防
災
研
修
会
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
17
時
ご
ろ

▼
場
所　

吾
北
中
央
公
民
館

▼
内
容

・「
木
造
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
」

　

（
高
知
県
住
宅
課
）

・「
起
震
車
に
よ
る
揺
れ
体
験
」

　

（
高
知
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
課
）

※
高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

に
よ
る
住
宅
耐
震
無
料
相
談
も
実

施
し
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込　

当
日
の
申
し
込
み
で
も

参
加
で
き
ま
す
が
、
準
備
の
都
合

上
、
事
前
申
し
込
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
吾
北
地
区
内
の
方
／
自
主
防
災

会
ご
と
の
申
し
込
み

・
吾
北
地
区
外
の
方
／
個
人
又
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

Ｊ

－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

  

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の

伝
達
試
験
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）（
※
）に
よ
り
送
ら
れ
て
く

る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
自
動

的
に
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
全
国
一
斉
訓
練
に
併

せ
て
次
の
内
容
で
訓
練
を
実
施
予

定
で
す
。

▼
試
験
実
施
日　

　

９
月
10
日
（
水
）　

　
　

11
時
ご
ろ

▼
放
送
内
容

　

町
内
の
防
災
行
政
無
線
及
び
個

別
受
信
機
に
定
時
放
送
と
同
じ
位

の
音
量
で
、
次
の
内
容
が
一
斉
放

送
さ
れ
ま
す
。

（
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

「
こ
れ
は
、テ
ス
ト
で
す
。」×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、い
の
町
役
場
で
す
。」

（
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

（
※
）
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
情
報
伝

達
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活

用
し
て
、
瞬
時
に
自
動
的
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

参加をよろしく
お願いします。
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地
震
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か

（
家
庭
で
の
備
え
）

家
具
転
倒
防
止
事
業
の

募
集
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

亡
・
ケ
ガ
の
原
因
の
約
８
割
が
家

具
な
ど
の
転
倒
落
下
や
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

家
具
の
固
定
と
家
屋
の
耐
震
補

強
を
す
る
こ
と
で
、
揺
れ
に
よ
る

被
害
を
ほ
と
ん
ど
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
分
で
転
倒
防
止
対

策
の
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、

取
付
金
具
代
金
は
ご
負
担
い
た
だ

き
、
委
託
業
者
に
取
り
付
け
作
業

を
依
頼
し
ま
す
。

（
事
業
の
流
れ
）

　

申
請
書
の
提
出

　

→　

取
付
可
否
の
判
断

　

→　

決
定
通
知
書
の
送
付

　

→　

委
託
業
者
の
現
地
確
認

　

→　

取
付
作
業

　

→　

事
業
完
了

▼
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
み
の
世
帯

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯

の
全
員
が
金
具
な
ど
を
取
付
で

き
な
い
場
合

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全
員

が
金
具
な
ど
を
取
付
で
き
な
い

場
合

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
者
が
い
る
世
帯

で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具
な
ど

を
取
付
で
き
な
い
場
合

⑥
介
護
保
険
認
定
台
帳
に
よ
り
要

支
援
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全

員
が
金
具
な
ど
を
取
付
で
き
な

い
場
合

⑦
前
６
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

町
長
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

▼
固
定
箇
所
数

　

一
世
帯
に
つ
き
５
か
所
ま
で

▼
そ
の
他
注
意
事
項

・
取
付
金
具
代
金
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
家
具
の
柱
、
壁
な
ど
の
補
強
は

行
い
ま
せ
ん
。

・
借
屋
な
ど
の
場
合
、
家
屋
の
所

有
者
又
は
管
理
者
の
承
諾
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・
設
置
後
、
必
ず
転
倒
し
な
い
こ

と
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

家
具
の
配
置
場
所
な
ど

　

に
つ
い
て
も
見
直
し
を

し
ま
し
ょ
う

・
重
い
も
の
を
下
の
方
に
収
納
す

る
。

・
家
族
の
生
活
空
間
を
で
き
る
だ

け
家
具
と
引
き
離
す
。

・
寝
て
い
る
場
所
の
安
全
を
確
保

す
る
。

・
家
具
が
倒
れ
た
と
き
、
避
難
経

路
を
塞
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
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お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

火
災
か
ら
身
を
守
る

（
ブ
レ
ー
カ
ー
遮
断
）

　

地
震
発
生
時
に
は
、
消
防
機
関

が
す
ぐ
に
消
火
対
応
で
き
な
い
場

合
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
消
火
器
な
ど
で
火
が
小
さ
い

う
ち
に
消
火
し
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

①
過
去
の
火
災
に
よ
る
被
害

●
関
東
大
震
災
の
火
災

（
１
９
２
３
年
9
月
1
日
）

死
者
・
行
方
不
明
者
は
10
万
人
を

超
え
（
14
万
２
，０
０
０
人
と
の

推
計
も
）、
建
物
被
害
は
、
焼
失

家
屋
４
４
．７
万
戸
、
全
半
壊
２

５
．４
万
戸
に
上
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
大
震
災
の
死
者
の

う
ち
87
％
は
火
災
で
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
年
1
月
17
日
）

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
各
地
域
に

お
い
て
同
時
に
約
３
０
０
件
も
の

火
災
が
発
生
し
、
特
に
神
戸
市
内

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１
年
3
月
11
日
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
火
災
は
、

津
波
浸
水
区
域
を
中
心
に
、
広
範

囲
に
わ
た
り
３
０
０
件
以
上
発
生

し
ま
し
た
。

②
電
気
火
災
の
発
生
防
止

　

火
災
発
生
原
因
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
も
の
の
内
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
約
６
割
が
電
気
に
起

因
し
た
火
災
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
も
、
強
い

揺
れ
に
よ
っ
て
、
電
熱
器
具
な
ど

か
ら
の
出
火
や
、
停
電
後
の
復
電

時
に
電
気
器
具
か
ら
の
出
火
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

電
気
関
係
の
出
火
を
防
ぐ
に
は

避
難
時
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

電
気
を
遮
断
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
す
。

　

自
宅
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
避

難
す
る
際
は
、
隣
近
所
に
も
積
極

的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
遮
断
の
声
掛
け

を
行
う
こ
と
が
火
災
発
生
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
発
生
後

の
混
乱
時
や
、
留
守
の
場
合
に
は
、

必
ず
し
も
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
設
定
値
以

上
の
震
度
の
地
震
発
生
時
に
自
動

的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
も

の
で
あ
り
、
各
家
庭
に
設
置
す
る

こ
と
で
出
火
を
防
止
し
、
他
の
住

宅
等
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
で
、

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
大
き
く

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
主
に
次
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

⑴
分
電
盤
タ
イ
プ

　

分
電
盤
本
体
に
、
一
定
の
震
度

を
感
知
し
て
電
気
を
遮
断
す
る
機

能
が
付
い
た
も
の
で
、
基
本
的
に

は
す
べ
て
の
電
気
が
遮
断
さ
れ
ま

す
。

⑵
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
タ
イ

プ
と
、
既
存
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
取

り
替
え
て
埋
め
込
む
タ
イ
プ
（
要

工
事
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
個
別

の
コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
を
遮
断
す

る
た
め
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
鑑
賞

魚
用
ヒ
ー
タ
な
ど
の
電
熱
器
具
を

接
続
す
る
個
所
へ
の
設
置
に
適
し

て
い
ま
す
。

⑶
そ
の
他
（
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
）

　

ご
家
庭
の
分
電
盤
に
取
り
付
け
、

一
定
の
震
度
に
よ
り
お
も
り
玉
が

落
下
す
る
こ
と
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を

遮
断
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

比
較
的
安
価
な
も
の
が
多
く
、
工

事
が
不
要
で
す
。

【
注
意
事
項
】

　

分
電
盤
タ
イ
プ
で
は
、
地
震
発

生
時
に
家
庭
内
す
べ
て
の
電
気
を

遮
断
す
る
の
で
、
医
療
機
器
な
ど

を
使
用
す
る
家
庭
で
は
、
設
置
に

あ
た
っ
て
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
全
照
明
が
消
え
る
の

で
、
非
常
灯
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
、
設
置
に
あ
た
っ
て
は
お

住
ま
い
の
環
境
に
適
し
た
も
の
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。
分
電
盤
タ
イ

プ
な
ど
の
工
事
が
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
電
気
工
事
店
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

	

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
９

－

２
１
１
２

ニュース

水
防
工
法講

習
会
に
参
加

　

６
月
15
日
に
波
介
川
導
流
堤
防

で
、
国
土
交
通
省
主
催
の
「
水
防

工
法
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
い
の
町
消
防
団
、
国
土

交
通
省
、
高
知
県
、
高
知
市
消
防

団
、
土
佐
市
消
防
団
、
日
高
村
消

防
団
が
合
同
で
、
さ
ら
な
る
水
防

技
能
の
習
熟
及
び
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
習
会
で
は
、
防
災
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
指
導
の
も
と
、
ま
ず
２

班
に
分
か
れ
て
、
基
礎
で
あ
る

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
土
の
う
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順

次
、
月
ノ
輪
工
、
積
み
土
の
う
工
、

木
流
し
工
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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ニュース

吾
北
方
面
隊

防
災
訓
練
を
実
施

　

６
月
15
日
に
吾
北
方
面
隊
の
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
人
を
救
う
た
め
に
は
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
一
刻
も

早
く
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、
ま

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
用
し
た
救
命
処
置
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

仁
淀
消
防
組
合
職
員
の
指
導
の

も
と
、
約
90
名
の
消
防
団
員
が
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
適
切
な
処
置
が
行
え

る
よ
う
熱
心
に
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

ニュース

仁
淀
消
防
連
合
夏
季

演
習
が
開
催
さ
れ
る

　

７
月
６
日
、
日
下
小
学
校
で
仁

淀
消
防
連
合
会
夏
季
演
習
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

仁
淀
消
防
連
合
会
は
、
い
の
町

消
防
団
、
日
高
村
消
防
団
、
仁
淀

消
防
組
合
で
組
織
さ
れ
、
消
防
技

術
の
向
上
と
連
携
を
図
る
た
め
に

各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
体
力
練
成
行
事
を
開

催
し
、
い
の
町
消
防
団
伊
野
方
面

隊
、
吾
北
・
本
川
方
面
隊
、
日
高

村
消
防
団
、
仁
淀
消
防
署
の
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
消
防
・
防
災

活
動
に
必
要
な
技
術
を
取
り
入
れ

た
各
種
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

仁
淀
消
防
署
員
が
考
案
し
た
各

種
競
技
は
実
戦
さ
な
が
ら
で
、
応

急
担
架
に
よ
る
要
救
助
者
搬
送
、

ロ
ー
プ
結
束
に
よ
る
人
命
救
助
、

丸
太
切
り
競
争
な
ど
に
参
加
し
た

団
員
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
演
習
で
は
仁
淀
消
防
連

合
会
の
優
良
消
防
職
・
団
員
へ
の

定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
い
の
町
消

防
団
で
は
団
員
15
名
が
優
良
賞
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

伊
野
方
面
隊

三
瀬
分
団
班
長	

桺
瀬　

礼
伸

枝
川
分
団
団
員	

國
澤　

明
弘

枝
川
分
団
団
員	

金
子　
　

剛

南
分
団
団
員	

長
沢　

正
之

神
谷
分
団
団
員	

野
町　

泰
久

吾
北
方
面
隊

小
川
分
団
分
団
長	

筒
井　

秀
和

上
八
川
分
団
班
長	

和
田　

光
正

小
川
分
団
班
長	

山
中　

隆
正

清
水
分
団
団
員	

筒
井　

照
高

清
水
分
団
団
員	

伊
東　

敬
之

上
八
川
分
団
団
員	

野
田　

拓
男

小
川
分
団
団
員	

岡
林　

文
男

小
川
分
団
団
員	

筒
井　
　

昭

小
川
分
団
団
員	

岡
林　

功
真

下
八
川
分
団
団
員	

近
澤　

修
二

新
入
団
員
の
紹
介

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

　

伊
野
分
団	

橋
口　

利
久

　
　

〃	

尾
﨑　

史
一

　

枝
川
分
団

　
　

〃	

深
田　

悟
之

吾
北
方
面
隊

　

小
川
分
団
第
１
班

	

野
村　

達
也

　

上
八
川
分
団
第
１
班

	

隅
田　

貴
明

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳

か
ら
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
の
入

団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁
淀

消
防
署
（

８
９
３

－

３
２
２
１

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

８
月
の

消
防
団
行
事
予
定

８
月
３
日
（
日
）

　

仁
淀
川
祭
り
警
備

　
　
　
　

（
神
谷
分
団
）

８
月
10
日
（
日
）

　

伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修
会

　
　
　
　

（
土
佐
和
紙
工
芸
村
）

８
月
31
日
（
日
）

　

い
の
町
総
合
防
災
訓
練

　

吾
北
方
面
隊
秋
期
演
習

　

本
川
方
面
隊
秋
期
演
習

ニュース

表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈

　

５
月
28
日
、
い
の
町
区
長
連
合

会
総
会
で
、
区
長
の
活
動
が
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

町
長
よ
り
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
行
政
と
地
域
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
長
年
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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▼
い
の
町
長
表
彰
（
10
年
以
上
区

長
を
務
め
ら
れ
た
方
）	

敬
称
略

　
　

大
野	

川
村　

義
秀

　
　

木
ノ
瀬	

坂
本　

光
孝

　
　

横
野	
曽
我
部
幸
男

▼
感
謝
状
（
５
年
連
続
区
長
を
務

め
ら
れ
た
方
）	
敬
称
略

　
　

加
茂	

筒
井
三
千
代

　
　

長
沢
２
区	

山
中　

義
深

ニュース

い
の
町
区
長
連
合
会
の

活
動
に
つ
い
て（
５
月
28
日

い
の
町
区
長
連
合
会
総
会
）

・
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
承
認
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
案
承
認
に
つ
い
て

・
会
則
の
変
更
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
役
員
改
選
に
つ
い

て　

　
（
会　

長
）
森
岡
健
一
郎

　
（
副
会
長
）
松
原
恒
良
、
田
岡
徹
、

　
　
　
　
　

川
村
隆
通

・
そ
の
ほ
か
／
土
佐
警
察
署
い
の

警
察
庁
舎
の
概
要
に
つ
い
て
学

習
会
、
町
執
行
部
と
の
町
政
懇

談
会
、
表
彰
式
、
懇
親
会
を
開

催

　

い
の
町
区
長
連
合
会
は
、「
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
は
自
ら
進
め
て

い
く
」
こ
と
を
基
本
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

い
の
町
区
長
連
合
会
事
務
局

　

（
総
務
課
内
）

	

８
９
３

－

１
１
１
３

お知らせ

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
引
上
げ
に
際
し
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」及
び「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
町
で
は

申
請
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
７
月
上
旬
に
申
請
書
な

ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期

限
は
、
12
月
26
日（
金
）ま
で
で
す
。

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
で
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
申
請
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な

き
よ
う
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課　

	

８
９
３

－

３
８
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
に
絡
む
詐
欺
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
給
付
金
事

業
の
実
施
に
際
し
、

☟
町
職
員
か
ら
の
電
話
に
よ
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

☟
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

☟
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支

給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
の
振

込
み
を
求
め
る
こ
と
な
ど
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警

察
署（
又
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
））に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お知らせ

今
夏
の
節
電
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
夏
の
電
力
需
給
は
、
昨
年
度

よ
り
大
幅
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
家
庭
や
職
場
で

の
節
電
に
、
で
き
る
限
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
節
電
例
】

▼
空
調

○
室
温
は
28
℃
以
上
と
す
る
。

○
日
射
を
遮
る
た
め
に
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
、
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
、
ひ
さ

し
、
す
だ
れ
を
活
用
す
る
。

○
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定
期
的
に
清
掃
す

る
。（
２
週
間
に
１
度
位
が
目
安
）

▼
照
明

○
使
っ
て
い
な
い
ス
ペ
ー
ス
の
照

明
や
電
気
機
器
類
は
消
灯
及
び

電
源
を
切
る
。

○
天
気
が
良
い
と
き
な
ど
、
南
側

に
面
し
た
明
る
い
部
屋
の
照
明

は
、
可
能
で
あ
れ
ば
部
分
的
に

消
灯
す
る
。

○
廊
下
や
野
外
照
明
な
ど
で
、
部

分
消
灯
や
点
灯
時
間
短
縮
が
可

能
で
あ
れ
ば
実
施
す
る
。

○
電
気
ス
タ
ン
ド
な
ど
個
人
機
器

類
を
使
っ
て
い
な
い
と
き
に
は

電
源
を
切
る
。

▼
Ｏ
Ａ
機
器

○
パ
ソ
コ
ン
は
省
電
力
モ
ー
ド
に

し
、
モ
ニ
タ
ー
の
電
源
を
切
る

時
間
は
５
分
以
内
に
設
定
す
る
。

○
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
は
、

電
源
を
切
る
か
ス
タ
ン
バ
イ

モ
ー
ド
に
す
る
。

○
電
力
使
用
ピ
ー
ク
時
の
時
間
帯

に
パ
ソ
コ
ン
を
交
代
制
で
バ
ッ

テ
リ
ー
稼
働
さ
せ
る
。

▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
な
る
べ
く
使

用
せ
ず
、
階
段
な
ど
を
利
用
す

る
。

▼
そ
の
他

○
会
議
時
間
を
極
力
、
電
力
ピ
ー

ク
時
を
避
け
て
設
定
す
る
。

○
テ
レ
ビ
な
ど
の
主
電
源
は
こ
ま

め
に
切
り
、
待
機
時
電
力
の
消

費
を
防
止
す
る
。

○
冷
蔵
庫
内
部
を
整
理
し
、
冷
蔵

強
度
を
季
節
に
よ
り
適
度
に
設

定
し
て
使
用
す
る
。

○
電
力
使
用
ピ
ー
ク
時
の
コ
ピ
ー

機
稼
働
台
数
削
減
、
又
は
時
間

帯
を
決
め
て
電
源
を
落
と
す
。

○
自
動
ド
ア
を
な
る
べ
く
使
用
し

な
い
。

○
電
気
ポ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
ー
は
時
間
を
決
め
て
使
用
し
、

極
力
電
源
を
切
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

	

８
９
３

－

１
１
６
０
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お知らせ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
８
月
以
降
の
手

当
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

８
月
上
旬
ま
で
に
文
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

　

児
童
扶
養
手
当

　
　

８
月
1
日
（
金
）
～

　
　
　

８
月
29
日
（
金
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

８
月
11
日
（
月
）
～

　
　
　

９
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
た
だ
し
、土
、日
曜
日
を
除
く
。）

▼
届
出
時
に
持
参
す
る
物

・
印
鑑

・
手
当
証
書

・
現
況
届
・
所
得
状
況
届
各
様
式

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
み
）

・
世
帯
分
離
証
明
書（
該
当
者
の
み
）

・
別
居
・
監
護
申
立
書
及
び
児
童

の
住
民
票
（
該
当
者
の
み
）

・
平
成
26
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

▼
注
意
事
項

・
現
在
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
支

給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
出

張
所
、
郵
送
で
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
両
方
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
８
月
11
日
（
月
）
以

降
に
両
手
当
と
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

	

８
９
３

－

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

及
び
特
定
理
由
離
職
者
は
、
一
定

期
間
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
町
民
課

又
は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
税
軽
減
対
象
世
帯

の
う
ち
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
軽
減
対
象
者
（
①
と
②
の
両
方

に
当
て
は
ま
る
方
）

①
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
次
の
方

　

特
定
受
給
資
格
者

　
　

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

　

特
定
理
由
離
職
者

　
　

23
、
33
、
34

※
離
職
日
が
５
年
以
上
前
ま
で
遡

る
場
合
は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
軽
減
内
容

　

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分

の
30
と
し
て
算
定

▼
軽
減
対
象
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

（
例
：
離
職
日
が
平
成
26
年
３
月

31
日
の
場
合
は
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
平
成
28
年
３
月
分
ま
で
の
２

年
間
の
国
保
税
が
軽
減
対
象
と
な

り
ま
す
。）

▼
申
告
時
に
持
参
す
る
物　

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■
申
告
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
国
保
加
入
・
高
額
療

養
費
に
関
す
る
こ
と
）

	

８
９
３

－

１
１
１
７

　

税
務
課
（
国
保
税
軽
減
に
関
す

る
こ
と
）

	

８
９
３

－

１
１
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ
い
の
町
多
子
世
帯
保
育
料
等

軽
減
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
多
子
世

帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
保
護
者
の
保
育
料

や
幼
稚
園
授
業
料
に
対
し
て
助
成

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
26
年
４
月
分

の
保
育
料
な
ど
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、該
当
す
る

世
帯
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　

い
の
町
に
住
所
を
有
し
、18
歳
未

満
の
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯

の
３
人
目
以
降
で
、町
外
の
幼
稚

園
又
は
届
出
認
可
外
保
育
施
設
へ

通
所
し
、平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
３
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
世
帯

▼
補
助
金
額

・
幼
稚
園
授
業
料

（
上
限
：
月
額
２
５
，０
０
０
円
）

・
届
出
認
可
外
保
育
施
設
保
育
料

（
上
限
：
月
額
５
０
，０
０
０
円
）

▼
申
請
期
限

　

平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

※
申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

	

８
９
３

－

１
９
２
２

お知らせ

高
知
広
域
都
市
計
画
変

更（
素
案
）の
縦
覧
、説
明

会
、公
聴
会
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
高
知
広
域
都
市
計
画

の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

　

高
知
広
域
都
市
計
画
公
園（
２
・

２
・
３
０
１
号
伊
野
中
央
公
園
）の

変
更

▼
縦
覧
期
間
及
び
場
所

　

８
月
６
日
（
水
）
～

　
　

８
月
20
日
（
水
）

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
８
時
30
分

～
17
時
15
分
）

　

建
設
課
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▼
説
明
会
日
時
及
び
場
所

　

８
月
９
日
（
土
）
19
時
～

　

伊
野
小
学
校
体
育
館

▼
公
聴
会
日
時
及
び
場
所

　

８
月
30
日
（
土
）
19
時
～

　

伊
野
小
学
校
体
育
館

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方
は
、
８
月
20
日
（
水
）

17
時
15
分
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
意
見

の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
な
ら
び

に
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書

面
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
は
、
今
回
の
縦
覧
に
関
係

す
る
内
容
に
限
り
ま
す
。

※
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
が

い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
。
開
催
し
な
い
場

合
は
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課

　

〒
７
８
１

－

２
１
９
２

　

い
の
町
１
７
０
０
番
地
１

	

８
９
３

－

１
１
１
６

お知らせ

個
人
墓
地
を
つ
く
る
に
は

保
健
所
の
許
可
が
必
要
で
す

　

最
近
、
墓
地
の
設
置
を
め
ぐ
り
、

近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
個
人
で
墓
地
を
設
置

す
る
場
合
に
は
、
設
置
場
所
が
自

分
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
、
事
前

に
高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所
長

の
設
置
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
や
個
人
が
造

成
し
た
無
許
可
の
分
譲
墓
地
を
購

入
し
た
場
合
は
、
墓
地
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
分
譲
墓
地
を
購
入

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
設
置
場
所
の
基
準

１
．
面
積
が
33
㎡
（
10
坪
）
以
内

で
あ
る
こ
と

２
．
公
園
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
、

人
家
か
ら
１
０
０
ｍ
以
上
離
れ

て
い
る
こ
と
（
１
０
０
ｍ
以
内

の
場
合
は
同
意
書
が
必
要
）

３
．
国
道
、
県
道
な
ど
か
ら
20
ｍ

以
上
及
び
主
要
な
河
川
か
ら
30

ｍ
以
上
離
れ
た
場
所
（
範
囲
内

の
場
合
は
同
意
書
が
必
要
）

４
．
危
険
区
域
、
地
す
べ
り
防
止

区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
に
指
定
さ
れ
た
土
地
で
な
い

こ
と

５
．
墓
地
区
域
と
隣
地
の
境
界
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と

▼
設
置
予
定
地
の
地
目
が
農
地
で

あ
る
場
合

　

農
地
法
第
４
条
も
し
く
は
第
５

条
の
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
そ
の
農
地
が
農
業
振
興
地
域

内
の
農
用
地
区
域
に
設
定
さ
れ
て

い
れ
ば
、
転
用
の
許
可
申
請
の
前

に
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手

続
き
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
提
出
し
て
い
た
だ
く

書
類
・
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
墓
地
を
設
置
す
る
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
墓
地
設
置
関
係

　
　

環
境
課	

８
９
３

－

１
１
６
０

　
　

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

	
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

・
農
地
転
用
関
係

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局

	
８
９
３

－

１
１
１
５

お知らせ
は
ぁ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン〝
い
の
〟

夏
休
み
ハ
ー
ト
ケ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
相
談
室
開
室
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
の
期
間
中
に
左
記
の
と

お
り
ハ
ー
ト
ケ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
教
育
相
談
員　

川
上
眞
由
美
先

生
）に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

勉
強
の
こ
と
・
友
人
関
係
の
こ

と
・
教
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

悩
み
を
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
…
そ
ん
な
と
き
に
は
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
、
張
り
詰
め
た
心
を
緩
め

ま
し
ょ
う
。
相
談
す
る
の
は
恥
ず

か
し
い
と
感
じ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
の
相
談
内

容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
電

話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
室　

い
の
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

	

８
５
０

－

４
５
５
６

▼
相
談
時
間　

10
時
～
16
時

▼
開
室
日
（
８
月
）

４
日（
月
）・
６
日（
水
）・
８
日（
金
）・

11
日（
月
）・
13
日（
水
）・
15
日（
金
）・

18
日（
月
）・
20
日（
水
）・
22
日（
金
）・

25
日（
月
）・
27
日（
水
）・
29
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

	

８
９
３

－

１
９
２
２

お知らせ

地
籍
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
22
年
度
に
地
籍
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
「
上
八
川
下
分
の
一

部
」
が
法
務
局
で
登
記
さ
れ
、
平

成
22
年
度
の
地
籍
調
査
は
す
べ
て

登
記
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
籍
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
地
権
者
・
土
地
管
理
者
の
皆

様
、ま
た
国
土
調
査
推
進
員
の
皆
様
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
23
年
度
調
査

地
区
の
登
記
に
向
け
て
手
続
き
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
は

「
神
谷
・
加
田
の
一
部
」

「
小
川
樅
ノ
木
山
の
一
部
」

「
中
追
の
一
部
」

「
清
水
上
分
の
一
部
」

「
長
沢
の
一
部
」

「
大
森
の
一
部
」

「
寺
川
の
一
部
」

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
国
土
調
査
課

	

８
６
７

－

２
３
１
４
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ら
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お知らせ

農
業
者
年
金
加
入
の
ご
案
内

～
農
業
者
年
金
の
特
徴
～

▼
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
。）
で
あ
っ
て

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業

従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

〈
家
族
一
人
ひ
と
り
の
年
金
を
！

今
、
女
性
の
新
規
加
入
者
が
増
え

て
い
ま
す
。〉

▼
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

で
す
。
年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積

立
方
式（
確
定
拠
出
型
）」
の
年
金

で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も

制
度
の
安
定
性
は
損
な
わ
れ
ま
せ

ん
。

（
注
）：
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る
年

金
原
資
が
、
積
み
立
て
た
保
険
料

の
総
額
を
下
回
ら
な
い
と
い
う
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性
を

重
視
し
た
運
用
方
法
や
、
65
歳
の

年
金
裁
定
時
に
運
用
収
入
の
累
計

額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
準
備
金
の
仕

組
み
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ

で
も
見
直
し
で
き
ま
す

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を
自
由

に
決
め
ら
れ
（
月
額
2
万
～
6
万

7
千
円
の
間
で
千
円
単
位
）、
経

営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▼
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
を
、
ご
遺
族
（
死
亡
者
の
死

亡
当
時
に
同
一
生
計
で
あ
っ
た
、

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
又
は
兄
弟
姉
妹
の
順
位
）
に
死

亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

▼
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
処
置
が

あ
り
ま
す

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、所
得
税
・
住
民
税
が
節
税
に

な
り
ま
す
。（
支
払
っ
た
保
険
料

の
15
％
～
30
％
程
度
が
節
税
）

・
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運

用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

・
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に

は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金
等

の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

の
場
合
は
、
全
額
控
除
で
き
ま

す
。）

〈
つ
ま
り
入
口
か
ら
出
口
ま
で

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。〉

▼
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助

（
月
額
最
高
1
万
円
、
通
算
す
る

と
最
大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う
年

金
は
、
農
地
な
ど
の
経
営
継
承
を

す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例
付
加

年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
農

地
な
ど
の
経
営
継
承
の
時
期
に
つ

い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
本
人

の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時

期
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

〈
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
へ
の

特
別
な
支
援
で
す
。〉

　

詳
し
く
は
、
い
の
町
農
業
委
員

会
事
務
局
、
又
は
、
お
近
く
の
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

	

８
９
３

－

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課　
　
　

	

８
６
７

－

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

	

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ

伊
野
地
区
し
尿
収
集
の

休
日
に
つ
い
て

　

８
月
14
日（
木
）か
ら
17
日（
日
）

の
４
日
間
は
、
仁
淀
川
下
流
衛
生

事
務
組
合
許
可
業
者
の
夏
季
休
暇

（
盆
休
み
）の
た
め
、
し
尿
の
収

集
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
前
に
許
可
業
者
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
吾
北
地
区
、
本
川
地
区
は
通
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

	

８
５
２

－

０
７
８
３

お知らせ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」
で

は
、
若
年
者
（
40
歳
未
満
）
の
就

職
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
効
果
的
な
就
職
活
動
を
す
る

た
め
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー（
無
料
）

・
就
職
相
談
／
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
仕
事
に
関
す
る
専
門

的
な
相
談
員
）
に
よ
る
就
職
の
た

め
の
相
談
、
対
応

・
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
の
書
き

方
指
導
／
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
親
切
丁
寧
な
指
導

・
面
接
指
導
／
模
擬
面
接

・
職
業
訓
練
情
報
の
提
供
／
県
の

職
業
訓
練
情
報
を
提
供

・
し
ご
と
体
験
学
習
／
短
時
間
の

就
労
体
験
で
早
期
就
職
を
応
援

・
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
／

専
門
講
師
に
よ
る
就
活
セ
ミ
ナ
ー

▼
開
所
時
間　

10
時
～
19
時

（
年
中
無
休
、た
だ
し
年
末
年
始
は
除
く
。）

▼
設
置
者　

高
知
県

▼
運
営
者　

高
知
県
経
営
者
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち

	

８
０
２

－

２
０
２
５

　

U
RL:http://jobcafe-kochi.jp
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お知らせ

平
成
26
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
な
ど
の
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
に
つ
い
て

　

病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事

由
で
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又
は

免
除
さ
れ
た
子
に
対
し
て
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
試
験
で
あ
り
、
合
格
し
た
方
は

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

▼
出
願
の
期
間
な
ど

　

8
月
28
日（
木
）～
9
月
16
日

（
火
）ま
で
に
、
受
験
希
望
者
が

文
部
科
学
省
に
直
接
出
願
。

※
9
月
16
日
（
火
）
の
消
印
有
効

▼
試
験
期
日

　

10
月
30
日
（
木
）　

10
時
～

▼
試
験
会
場

　

高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
分
館

　

（
高
知
市
大
原
町
１
３
２
）

▼
願
書
な
ど
の
入
手
に
つ
い
て

　

高
知
県
教
育
委
員
会
に
取
り
に

行
く
か
、
文
部
科
学
省
に
郵
送
を

依
頼
。
配
布
・
請
求
期
間
は
7
月

16
日（
水
）～
9
月
16
日（
火
）ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
教
育
委
員
会
小
中
学
校
課

	

８
２
１

－

４
６
３
８

講座・教室
カ
シ
コ
イ
消
費
者
に
な
ろ
う
！

「
消
費
生
活
講
座
」受
講
者
募
集

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
高
知
短
期
大
学
の
連
携
で
消
費

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。　

　

悪
質
商
法
、
多
重
債
務
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

消
費
生
活
に
必
要
な
法
律
や
経
済

の
知
識
を
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

か
ら
学
べ
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

　

県
内
に
居
住
す
る
方

▼
日
程

　

８
月
25
日
（
月
）
～

　
　

８
月
31
日
（
日
）

＊
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

高
知
短
期
大
学

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
締
切

　

８
月
18
日
（
月
）
必
着

▼
申
込
書
配
布
場
所

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

高
知
短
期
大
学
、
高
知
県
庁
県
民

室
、
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

	

８
２
４

－

０
９
９
９

（
受
付
は
土
曜
日
を
除
く
９
時
～

16
時
45
分
）

講座・教室

ソ
ー
レ
講
座
の
お
知
ら
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
で
は
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ

で
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
か
月
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で

の
予
約
制
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。
申
込
・
問
い
合
わ
せ

は
ソ
ー
レ
（

８
７
３

－

９
１
０

０
）
ま
で
。

【
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー
】

▼
講
座
名　

す
く
す
く
子
育
て
塾

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
子
育
て
の
ツ
ボ

　

毎
年
大
好
評
！
子
育
て
に
自
信

が
な
く
な
っ
た
と
き
や
「
こ
の
ま

ま
で
い
い
か
し
ら
」
と
迷
っ
た
と

き
、
是
非
聴
い
て
ほ
し
い
お
話
で

す
。
一
度
聴
く
と
も
っ
と
聴
き
た

く
な
る
「
子
ど
も
の
コ
コ
ロ
育

て
」
の
コ
ツ
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

た
講
座
で
す
。

▼
日
時　

９
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
講
師　

金　

香
百
合	
氏

　

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践

研
究
所
所
長
）

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
受
付　

８
月
10
日
（
日
）

　

９
時
か
ら
電
話
で
受
付

講座・教室
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
学
習
講
座  

ご
案
内

「
葬
儀
・
お
墓
の
話
」

　

誰
に
も
聞
け
な
い
葬
儀
の
ギ
モ

ン
。
も
し
も
の
と
き
の
準
備
の
た

め
に
、
葬
儀
の
専
門
家
か
ら
学
び

ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　

い
の
町
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
伊
野
内
）

▼
講
師　

寺
村
葬
儀
社

　
　
　
　
　

岡
崎　

一
也	

氏

▼
定
員　

20
名

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

	

８
９
３

－

５
９
２
０

募　集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の

参
加
募
集
の
ご
案
内

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
地
域

〈
広
域
地
域
）

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）、
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン（
１
次
）、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
）、
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
２
次
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド

（
２
次
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
次
）、

中
国

〈
特
定
地
域
〉

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島

▼
参
加
料　

９
万
円

（
集
合
場
所
ま
で
の
費
用
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。）

▼
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

（
過
去
５
年
参
加
し
て
な
い
方
）

▼
申
込
先　

高
知
県
遺
族
会

	

８
８
４

－

８
７
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

（
日
程
な
ど
の
詳
細
）

	

０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１
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ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

お
　
　
礼

募
　
　
集

募　集
第
21
回 

森
木
敏
雄
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
大
会
）出
場
チ
ー
ム
募
集

▼
日
時　

9
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～

※
予
備
日
／
9
月
21
日
（
日
）	

▼
場
所

　

い
の
町
総
合
運
動
場
野
球
場

▼
参
加
料

　

1
チ
ー
ム　

２
，０
０
０
円

▼
主
催　

い
の
町
体
育
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

9
月
5
日（
金
）19
時
ま
で
に
、

い
の
町
体
育
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

片
岡
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

	

０
８
０

－

６
３
８
３

－

６
２
５
７

募　集

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
お
り
、

高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学

院
で
も
31
名
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
学
部
の
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
出
願
締
切　

８
月
31
日
（
日
）

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知

学
習
セ
ン
タ
ー
（

８
４
３

－

４

８
６
４
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

）
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募　集
『
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
い
の
』

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
入
居
資
格

　

現
在
、
い
の
町
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
高
齢
者
で

あ
り
、
夫
婦
な
ど
の
二
人
世
帯
で
、

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

（
夫
婦
な
ど
の
ど
ち
ら
か
一
方
が

65
歳
以
上
で
虚
弱
で
あ
る
場
合
を

含
む
。）

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

８
月
18
日
（
月
）
～

　
　

８
月
29
日
（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
た
だ
し
、土
、日
曜
日
を
除
く
。）

▼
部
屋
の
概
要

　

募
集
戸
数
／
２
人
室
1
戸

　

場
所
／
い
の
町
６
０
３
２
番
地
3

　

間
取
り
／
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
使
用
料

　

入
居
者
の
収
入
に
よ
り
、

　
　

4
，８
０
０
円
～

　
　
　

２
４
，０
０
０
円

▼
入
居
の
時
期　

９
月
中
旬

▼
そ
の
他

　

入
居
が
決
定
し
た
際
に
は
、
収

入
申
告
及
び
県
内
に
居
住
す
る
連

帯
保
証
人
２
名
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
申
込
書
配
布
・
受
付
・
問
い
合

わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

	
８
９
３

－

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

	

８
６
９

－

２
１
１
２

お   

礼

　
河
川
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

７
月
６
日
、
河
川
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
、
国
土
交
通
省
が

毎
年
７
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
定

め
、
良
好
な
河
川
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
各
種
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
、
仁
淀
川
５
会
場
（
八

田
・
伊
野
・
波
川
・
鎌
田
・
加

田
）
で
２
２
７
名
、
宇
治
川
９
会

場
（
新
江
尻
橋
・
天
神
橋
・
沖
田

橋
・
是
友
橋
・
県
住
入
り
口
・
枝

川
橋
・
北
浦
橋
・
小
田
橋
・
八
代

公
民
館
）
で
２
６
５
名
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
り
、
ビ
ン
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
く
ず
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
み
を
拾
い
集
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
課

（平成26年4月～平成26年6月）
入札日 入札方法 工　　事　　名 工事場所 工事担当課 落札金額（税込） 落　札　業　者

4月28日 指名競争入札 平成26年度　町道北浦線改良工事 枝川 建設課 25,164,000 株式会社勝賀瀬土建
5月15日 指名競争入札 平成26年度　作業道去山線新設工事 去山 産業経済課 10,974,960 西川建設株式会社
5月28日 一般競争入札 平成26年度　土居・日比原簡易水道施設整備工事 清水 吾北建設課 53,157,600 四国水道･大洋特定建設工事共同企業体
5月29日 指名競争入札 平成26年度　林業専用道程野敷槙線開設工事 清水上分 吾北建設課 26,244,000 大洋建設株式会社
6月 4日 一般競争入札 平成26年度　枝川小学校（校舎3棟・屋内運動場1棟）耐震補強工事 枝川小学校 学校教育課 59,184,000 株式会社田邊工務店
6月 9日 指名競争入札 平成25年度　林業専用道戸中程野線開設工事 戸中 本川産業建設課 24,516,000 有限会社手箱建設
6月13日 指名競争入札 平成26年度　町道瓶ヶ森線落石対策工事 寺川 本川産業建設課 23,436,000 有限会社開化
6月26日 指名競争入札 平成26年度　林道中追西線新設工事 中追 産業経済課 15,757,200 西川建設株式会社
6月26日 指名競争入札 平成26年度　町道樅ノ木山吉ヶ成線舗装工事 小川樅ノ木山 吾北建設課 16,166,520 有限会社高洋建設
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◆	人権擁護委員無料相談のご案内	◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 8月20日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

◆	法務局相談窓口・問い合わせ	◆
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課  822－3503

◆	人	権	擁	護	委	員	の	連	絡	先	◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成26年６月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 4.3 2.7 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.5

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 1 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.0 3.1 3.0 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.2 7.1 7.1 

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

◆ＤＶ被害者のための電話相談のご案内◆		ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。

相談先 高知県女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

こうち男女共同参画センター
「ソーレ」 警  　  察

対象者 女性、ＤＶ被害者である男性  女性、男性 暴力被害者

電話番号  ８３３－０７８３
女性向け　  ８７３－９５５５
男性向け　  ８７３－９１００

お近くの警察署又は県警本部
生活安全企画課
（＃9110 又は  ８２３－９１１０）

相　　談
時間など

平日 9：00～22：00
土・日・祝日 9：00～20：00
（年末年始は休み）

女性向け　9：00～17：00
男性向け（予約制）
　第1、3火曜日　18：00～20：00
　（第2水曜日、祝日、年末年始は休み）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

○	身体障害者相談員
氏　名 住　　　所 電話番号

片岡　卓宏 いの町4207  892－0008
中内　正育 　〃　枝川182－１  893－4475
深見　三男 　〃　415－3  893－3669
隅田　清明 　〃　上八川甲1819－1  867－2567

○	知的障害者相談員
氏　名 住　　　所 電話番号

安藤猪津子 いの町6123－1  893－3518
○	精神障害者相談員

氏　名 住　　　所 電話番号
筒井　周子 いの町旭町85  892－3177

◆  障害者相談員について  ◆
　町が委嘱した相談員が、自らの経験をいかして障害のある人やその家族の相談に応じています。
お気軽にご相談ください。
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１．一般会計収支状況	 （単位：千円、％）

歳　　　　入 歳　　　　出
区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率 区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

  1　町税 2,545,685 17.3 〈767,685〉 〈30.2〉   1　議会費 107,976 0.7 〈45,821〉 〈42.4〉
2,405,769 94.5 106,377 98.5

  2　地方譲与税 124,046 0.8 〈49,240〉 〈39.7〉   2　総務費 4,867,195 33.2 〈1,332,819〉 〈27.4〉
85,022 68.5 2,569,487 52.8

  3　利子割交付金 9,335 0.1 〈2,337〉 〈25.0〉   3　民生費 2,699,191 18.4 〈1,255,729〉 〈46.5〉
7,022 75.2 2,038,274 75.5

  4　配当割交付金 10,485 0.1 〈262〉 〈2.5〉   4　衛生費 1,049,550 7.1 〈489,139〉 〈46.6〉
1,641 15.7 881,632 84.0

  5　株式等譲渡所得割交付金 14,595 0.1 〈0〉   5　労働費 59,363 0.4 〈22,455〉 〈37.8〉
0 52,153 87.9

  6　地方消費税交付金 204,237 1.4 〈85,787〉 〈42.0〉   6　農林水産業費 720,713 4.9 〈239,675〉 〈33.3〉
204,237 100.0 367,334 51.0

  7　自動車取得税交付金 22,152 0.2 〈7,131〉 〈32.2〉   7　商工費 238,660 1.6 〈101,323〉 〈42.5〉
14,281 64.5 184,966 77.5

  8　地方特例交付金 5,880 0.0 〈0〉   8　土木費 1,433,055 9.8 〈283,609〉 〈19.8〉
5,880 100.0 516,799 36.1

  9　地方交付税 5,572,936 38.0 〈1,797,949〉 〈32.3〉   9　消防費 793,730 5.4 〈407,924〉 〈51.4〉
5,572,936 100.0 735,002 92.6

10　交通安全対策特別交付金 3,048 0.0 〈1,404〉 〈46.1〉 10　教育費 873,303 6.0 〈315,501〉 〈36.1〉
3,048 100.0 631,385 72.3

11　分担金及び負担金 158,254 1.1 〈78,935〉 〈49.9〉 11　災害復旧費 135,528 0.9 〈40,300〉 〈29.7〉
141,927 89.7 66,595 49.1

12　使用料及び手数料 121,239 0.8 〈55,906〉 〈46.1〉 12　公債費 1,704,594 11.6 〈817,304〉 〈47.9〉
111,638 92.1 1,704,593 100.0

13　国庫支出金 1,457,116 9.9 〈634,931〉 〈43.6〉 13　予備費 900 0.0 〈0〉 　
839,208 57.6 0 　

14　県支出金 1,087,322 7.4 〈421,956〉 〈38.8〉 歳　出　合　計 14,683,758 100.0 〈5,351,599〉 〈36.4〉
481,499 44.3 9,854,597 67.1

15　財産収入 119,585 0.8 〈72,843〉 〈60.9〉
116,615 97.5

16　寄附金 35,239 0.2 〈30,614〉 〈86.9〉
34,684 98.4

17　繰入金 333,202 2.3 〈185,210〉 〈55.6〉
185,210 55.6

18　繰越金 224,686 1.5 〈0〉
224,687 100.0

19　諸収入 174,516 1.2 〈76,572〉 〈43.9〉
122,781 70.4

20　町債 2,460,200 16.8 〈592,000〉 〈24.1〉
620,200 25.2

歳　入　合　計 14,683,758 100.0 〈4,860,762〉 〈33.1〉
11,178,285 76.1

２．特別会計収支状況	 （単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額

水資源対策 〈80〉 〈445〉
152,113 807 689

墓地公園事業 〈1,331〉 〈696〉
3,780 3,732 1,447

国民健康保険（事業勘定） 〈1,647,279〉 〈1,679,861〉
3,421,680 2,831,111 3,088,503

国民健康保険（直診勘定） 〈18,559〉 〈34,997〉
74,952 34,103 66,767

後期高齢者医療 〈136,780〉 〈100,429〉
365,341 268,087 327,568

介護保険 〈1,043,518〉 〈1,366,223〉
2,758,461 2,184,772 2,490,874

特別養護老人ホーム 〈175,980〉 〈188,806〉
401,199 294,554 375,823

下水道事業 〈128,392〉 〈248,082〉
679,750 164,826 413,966

農業集落排水事業 〈3,489〉 〈24,005〉
48,673 6,908 43,814

簡易水道事業 〈13,277〉 〈58,034〉
223,966 25,692 156,908

天王地区汚水処理施設事業 〈22,981〉 〈35,413〉
52,663 49,579 43,572

３．財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財　産

区　　　分 数　量 ・ 金　額

土地 11,320,557㎡

建物 164,541㎡

物件（立木） 431,829m³

有価証券 8,400 千円

出資による権利 1,641,733 千円

債権 1,038 千円

基金 10,539,804 千円

（２）町　債
会　計　名 残　　高

一般会計 12,162,311 千円

国民健康保険特別会計（直診勘定） 11,763 千円

下水道事業特別会計 2,254,781 千円

農業集落排水事業特別会計 375,005 千円

簡易水道事業特別会計 825,246 千円

（３）一時借入金
借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、皆さんから
いただいた税金や、国・県からの支出金、町債などがどのように使われたのかを年２
回公表しています。
　今回は平成25年度の財政状況及び平成26年度当初予算の概況をお知らせします。

第１　平成25年度の財政状況	 平成26年3月31日現在

注〈　〉内の数字は、平成25年10月１日から平成26年３月31日までの状況

財 の事 表政 公情
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４．一般会計における住民１人あたりの町税負担額	
▼人口は平成 26 年３月 31 日現在の 24,918 人で算出しています。

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり 区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税 1,111,207 千円 44,595 円 たばこ税 137,851 千円 5,532 円

固定資産税 1,229,535 千円 49,343 円 入湯税等 3,907 千円 157 円

軽自動車税 63,461 千円 2,547 円 合計 2,545,961 千円 102,174 円

１．一般会計当初予算の概況
（１）歳　入	 （単位：千円、％）

区　　　分 平成26年度予算額（A） 構成比 平成25年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

  1　町税 2,452,807 17.8 2,466,865 19.5 △ 14,058 △ 0.6

  2　地方譲与税 123,800 0.9 137,200 1.1 △ 13,400 △ 9.8

  3　利子割交付金 7,400 0.1 12,500 0.1 △ 5,100 △ 40.8

  4　配当割交付金 9,400 0.1 4,700 0.0 4,700 100.0

  5　株式等譲渡所得割交付金 1,500 0.0 1,200 0.0 300 25.0

  6　地方消費税交付金 243,600 1.8 210,100 1.7 33,500 15.9

  7　自動車取得税交付金 9,200 0.1 22,200 0.2 △ 13,000 △ 58.6

  8　地方特例交付金 5,500 0.0 6,000 0.0 △ 500 △ 8.3

  9　地方交付税 4,855,000 35.2 4,870,000 38.5 △ 15,000 △ 0.3

10　交通安全対策特別交付金 3,500 0.0 3,500 0.0 0  

11　分担金及び負担金 139,102 1.0 145,502 1.2 △ 6,400 △ 4.4

12　使用料及び手数料 115,448 0.8 118,140 0.9 △ 2,692 △ 2.3

13　国庫支出金 971,041 7.0 870,189 6.9 100,852 11.6

14　県支出金 1,008,981 7.3 927,959 7.3 81,022 8.7

15　財産収入 62,458 0.5 63,851 0.5 △ 1,393 △ 2.2

16　寄附金 16,050 0.1 1,200 0.0 14,850 1,237.5

17　繰入金 2,055,429 14.9 558,380 4.4 1,497,049 268.1

18　繰越金 1,000 0.0 1,000 0.0 0  

19　諸収入 99,684 0.7 120,714 1.0 △ 21,030 △ 17.4

20　町債 1,613,100 11.7 2,105,900 16.7 △ 492,800 △ 23.4

計 13,794,000 100.0 12,647,100 100.0 1,146,900 9.1

（２）歳出（目的別）	 （単位：千円、％）

区　　　分 平成26年度予算額（A） 構成比 平成25年度予算額（B） 構成比 増減額（A）-（B） 増減率

  1　議会費 105,532 0.8 113,026 0.9 △ 7,494 △ 6.6

  2　総務費 4,675,284 33.9 3,553,853 28.1 1,121,431 31.6

  3　民生費 2,834,761 20.5 2,849,385 22.5 △ 14,624 △ 0.5

  4　衛生費 1,196,562 8.7 1,120,896 8.9 75,666 6.8

  5　労働費 34,040 0.2 58,974 0.5 △ 24,934 △ 42.3

  6　農林水産業費 590,605 4.3 405,176 3.2 185,429 45.8

  7　商工費 204,741 1.5 233,309 1.8 △ 28,568 △ 12.2

  8　土木費 1,089,396 7.9 1,131,060 8.9 △ 41,664 △ 3.7

  9　消防費 565,604 4.1 697,022 5.5 △ 131,418 △ 18.9

10　教育費 704,161 5.1 690,477 5.5 13,684 2.0

11　災害復旧費 43,040 0.3 25,334 0.2 17,706 69.9

12　公債費 1,700,274 12.3 1,718,588 13.6 △ 18,314 △ 1.1

13　予備費 50,000 0.4 50,000 0.4 0 	

計 13,794,000 100.0 12,647,100 100.0 1,146,900 9.1

第２　平成26年度予算の概況
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３．特別会計当初予算の概況	 （単位：千円、％）

会　　計　　名 平成26年度予算額（A） 平成25年度予算額（B） 増減額（A）-（B） 増減率

水資源対策 208,665 205,059 3,606 1.8

墓地公園事業 2,775 2,749 26 1.0

国民健康保険（事業勘定） 3,354,849 3,382,782 △ 27,933 △ 0.8

国民健康保険（直診勘定） 76,241 73,983 2,258 3.1

後期高齢者医療 360,723 366,206 △ 5,483 △ 1.5

介護保険 2,777,247 2,741,502 35,745 1.3

特別養護老人ホーム 399,877 400,379 △ 502 △ 0.1

下水道事業 419,549 389,545 30,004 7.7

農業集落排水事業 51,563 45,190 6,373 14.1

簡易水道事業 193,000 257,611 △ 64,611 △ 25.1

天王地区汚水処理施設事業 47,238 46,056 1,182 2.6

２．一般会計当初予算における住民１人あたりの町税負担額及び支出額
（１）１人あたりの町税負担額	 ▼人口は平成 26 年３月 31 日現在の 24,918 人で算出しています。

区　　　分 当初予算額 １人あたり 区　　　分 当初予算額 １人あたり

町民税 1,063,000 千円 42,660 円 たばこ税 130,000 千円 5,217 円

固定資産税 1,185,919 千円 47,593 円 入湯税等 3,788 千円 152 円

軽自動車税 62,800 千円 2,520 円 合      計 2,445,507 千円 98,142 円

（２）１人あたりの支出額（目的別）	 ▼人口は平成 26 年３月 31 日現在の 24,918 人で算出しています。

議会費 4,235 円 労働費 1,366 円 消防費 22,699 円 予備費 2,007 円

総務費 187,627 円 農林水産
業費 23,702 円 教育費 28,259 円

１人あたりの支出合計額
553,576 円

民生費 113,763 円 商工費 8,217 円 災害復旧費 1,727 円

衛生費 48,020 円 土木費 43,719 円 公債費 68,235 円

町債（11.7%）
16億1,310万円 地方交付税

（35.2%）
48億5,500万円

町税
（17.8%）

24億5,280万7千円

人件費
（14.2%）

19億5,615万7千円

扶助費（9.8%）
13億5,023万7千円

公債費（12.3%）
17億27万4千円

物件費
（13.4%）

18億4,937万6千円

維持修繕費（1.3%）
1億8,375万9千円

補助費等（17.9%）
24億7,437万4千円

積立金（0.6%）
7,688万円

投資及び出資金・貸付金
（0.0%）
216万円

普通建設費
（21.7%）

29億8,904万1千円

災害復旧費
（0.3%）
4,890万6千円

予備費
（0.4%）
5,000万円

繰出金（8.1%）
11億1,283万6千円

諸収入・使用料・その他
（21.0%）

28億9,307万1千円

国・県支出金（14.3%）
19億8,002万2千円

（３）一般会計歳入歳出構成比

当初予算額  137 億 9,400 万円
歳　入 歳 出（性質別）
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野菜は１日350ｇ必要 元気でいきいき
暮らしたい～の　No.４
　ほけん福祉課
　　　  ８９３－３８１１

いの警察庁舎からのお知らせ 	土佐警察署　　 	852ー0110
	いの警察庁舎　 	893ー1234

台風災害に備えよう!!

わざわざ点けよう！昼間でもピッカリ運動

～守りたい人がいる～　警察官Ｂ採用試験受験者募集！　

　台風は、広い範囲で大雨、暴風、高波などを発生
させ、大きな災害をもたらします。また、高潮、竜巻、
落雷などが発生する場合があります。
　台風から離れた地域でも、湿った空気の影響に
よる集中豪雨やうねりに警戒が必要です。
　動きの遅い台風は大雨や暴風が長時間続き、動
きの速い台風は風や雨が急に強まるなど、個々の台
風の特性によって、もたらされる災害の特性が異な
るため注意が必要です。
○防災気象情報を活用し、早期に対策を！
　気象庁が発表する台風情報に加えて、各気象台が

発表する警報、指定河川洪水予報、土砂災害警戒警
報、気象情報などを活用し、早期に対策（雨戸を閉
める、非常持ち出し袋を準備する、避難経路を確認
しておくなど）をとることが大切です。
○早期避難で、高潮による災害から身を守ろう！
　高潮は、台風や発達した低気圧の接近、上陸に
伴って短時間のうちに急激に潮位が上昇する現象で、
海水が海岸堤防などを越えると一気に浸水します。
　台風情報や高潮警報などを確認し、安全に行動
できるうちに避難することが大切です。

　高知県内では、高齢ドライバーの方に、車のライトを
常時点灯して走行してもらうことにより、交通事故を未
然に防止する『昼間でもピッカリ運動』を行っています。
　車のライトを常時点灯するだけで、
　◆追突事故の未然防止　◆存在感をアピール
　◆無灯火運転の防止
　◆対向車のパッシングによる居眠り防止
など様々な効果が見込まれます。

　ピッカリ運動に参加してくださる方に、運動参加
の目印として車に貼るシールを配布しています。
　ご希望の方は、
　土佐警察署　いの警察庁舎（  ８９３－１２３４）
　高齢者アドバイザー 伊藤 までお問い合わせください。

　高知県警察では、次のとおり警察官の採用募集
を行っています。
　高知の未来のために、あなたの情熱・勇気・やさ
しさをいかしてみませんか。
○試験案内・申込書配布　７月15日㈫から配布中
○申込受付期間　８月18日㈪～９月３日㈬

○第一次試験　10月19日㈰
○受験年齢など　昭和59年４月２日から平成９年

４月１日までに生まれた者。ただし、学校教育法
による４年制大学などを卒業した者及び平成27
年３月までに卒業見込みの者は受験できない。

対象：大卒及び
　　　大卒見込者以外

※車から降りるときはライトの消し忘れに注意してください。

体調を整え、病気になりにくいからだづくりのために必要な量なんです。

野菜350ｇは「小鉢５つ　　　　分」
片手にのる小鉢

現実は小鉢1つ分足らんがよ！
高知県民の平均は、
男性264.4ｇ、女性276.3ｇ
（平成23年高知県県民健康・栄養調査より）
1日3食、毎食小鉢1～2つ分食べてよ

★いの町食生活改善推進協議会
　食を通じて、健康づくり活動を地域で推進している
ボランティア組織です。

８月３１日はやさいの日
サンシャインラヴィーナでイベントをします！

私たちが食生活改善推進員
（ヘルスメイト）です。

ピンクのエプロンが目印！

おすすめ野菜料理の
紹介＆試食
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いの町史編さん室だより（No.24）いの町史編さん室だより（No.24）
　厳しい暑さが続いていますが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。町の合併10周年を目標に「いの町史」の編
さんの作業を進めている町史編さん室ですが、いよいよ作業も大詰めとなってきました。町内外の皆さんのご協
力もあり内容も盛りだくさんな町史となっております。
　それでは、町史編さん業務で気付いた話をどうぞ。

編さん業務で気付いた 編さん委員　筒井　秀憲「上八川郷の領主となった片岡直季」

　平成23年に始まり10月に発刊予定で進んでいる町史編さん事業。いよいよ最終を迎え80％前後のレイアウト率
（６月時点）ですが、この原稿が広報に載る８月にはすべてレイアウトも完了していることと思います。
　さて今回は、私の住む上八川柚野木野にまつわる話が吾北村史に載っているので紹介します。

　以上のような事柄が載っていました。現在も片岡紀伊守直季墓碑は、吾北総合支所の上にあります。
もう少しで町史が発刊されます。それぞれの地域の往事を偲んでみてはいかがでしょうか。
なお、旧町史、村史も合わせて読んでいただければ良いと思います。

　「永禄２年（1559）上八川郷の領主となった片
かたおかなおすえ

岡直季は、和田氏が居城した程野城とは反対側の、谷を距てた
柚野木野に居館した。これは、先の和田氏が西からの片岡氏等、和田氏に対立する土豪の攻撃に備えて、外堀的
役割をもつ清水川（谷）を距てて東の程野に築城したように、片岡直季は、逆に東からの本山氏の再侵攻に備えて
清水川（谷）を距てて、西の柚野木野に土居館を築いたのである。
　直季は、柚野木野に土居館を築城するとともに、上八川の東端の小申田に戸城を、また同じく上八川の西端の
木ノ瀬に木ノ瀬城という二つの出城を築いた。両城はともに望楼を兼ね、非常の場合は烽

の ろ

火
し

をあげて連絡を取り
合った。ちなみにこの東西両城いずれに登っても、その頂上からお互いの城が指呼の間に見える。この二つの出
城は、永禄７年（1564）東の本山氏が滅亡するまでその役割を持っていた。直季の土居館及び二つの出城は長宗
我部地検帖にも記録されている。
　ついで直季は、清水村を含む上八川村の領主として治政を進めて行くうえで、もとから清水や津賀才一帯に勢
力を張っていた首藤山内一族と政治的妥協をしなければならなかった。そのため直季は清水の山内丹後守の女
を娶

め と

って婚
こ ん

を通じた。こうして片岡氏は清水、津賀才の支配権を確立する。戦国時代の政略結婚は、政争の道具と
されて中央・地方どこでも盛んだった。」
　「直季が上八川統治上どういう民政をしたかの資料口碑は少ないが、戦国時代における各地の小領主たちの
領内統治課題は、大きく２つに絞られていた。第一は軍事力を強めるための兵糧確保、民生安定としての米作の
量を高める。そのために水田開発を積極的に進める。第二は、領民慰撫のための神社仏閣の再興だった。だから
直季の治政も上八川における神社仏閣の再建や開基を盛んに行った。一方領内の棚田水田の開発も積極的に
進めた。
　直季の父、片岡茂光は高岡郡黒岩城にあって、領内に善政を行ったといわれているが、なかでも、郷内各地に
領民や一般の旅人のために、交通上の領地に茶園堂を建て、旅人に湯茶の接待をさせたという記録が残ってい
る。上八川寺野の地蔵堂も、もと茶園堂だったという口碑が残っているが、これも父茂光にならった直季の行政の
一つだったろう。
　上八川柚野木野にあった安養寺は、直季が上八川領主となってから開創した持仏寺である。今はこの寺は上八
川寺野に移っている。直季はまた、上八川本神神社の再建及び津賀谷、西川、大窪、田野々に川内神社を建立して
いる。その他寺堂、小社を再建したり建立したりしている。」

問い合わせ・連絡先 社会教育課　町史編さん室（内線31）
 893－ 2012	　		 	893－ 2013

いろんな情報
をお待ちして
います。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
7
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、

い
の
町
職
員
採
用
試
験
案
内
の
受

験
資
格
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

職
種　

病
院
事
務

受
験
資
格　

昭
和
55
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
診
療
情

報
管
理
士
の
資
格
を
有
す
る
人

（
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

職
種　

介
護
員

受
験
資
格　

昭
和
60
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
2
級
ヘ

ル
パ
ー
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
又
は
2
級
ヘ
ル
パ
ー
と
同
等

か
そ
れ
以
上
の
資
格
（
介
護
福
祉

士
な
ど
）
を
有
す
る
人
（
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で
に
認
定
を
受
け

又
は
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の

人
を
含
む
。）　
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仁淀病院からのお知らせ

退院調整看護師が配属になりました

訪問看護ステーションのリハビリテーション

医療相談室・地域医療連携室

作業療法士　尾﨑　道代

　仁淀病院には、医療相談室・地域医療連携室があり、患者様が安心して在宅復帰できるような
相談窓口を担当しています。
　いつでも、お気軽にお声をお掛けください。
　（看護師１名、退院調整看護師１名、ソーシャルワーカー１名、事務１名　４名体制）

　いの町立訪問看護ステーションには看護師
だけでなく、リハビリテーション専門職が２名
在籍しており、ご家庭を訪問して実際に生活
している場面でリハビリテーションを行って
います。そのため、実生活の中で難しくなっ
ている行為を改善、適応させることができま
す。また、一緒に生活されているご家族の介
護負担の軽減を図るために、介助方法の指導
がその場で直接できることも利点の一つです。
一人ひとりの実生活に即した訓練を心がけな
がらリハビリテーションを行っています。

　利用者様や家族様、主治医、ケアマネジャー、そのほかにも関わっているサービス事業所などと連携し、計
画を立て、目標に沿って取り組んでいきます。ご相談などございましたらお気軽にお問い合わせください。
　※サービスの利用については、医師の指示が必要です。
　※利用される方の状態にあわせて訪問看護計画を立て、定期的な訪問をしています。

申込・問い合わせ

問い合わせ

地域医療連携室　（直通）  ８９２－６７７６	／（代）  ８９３－１５５１
月～金　８：３０～１７：１５　

いの町立訪問看護ステーション（仁淀病院１階）  ８９３－０２２０

◆ 在宅でのリハビリテーションで行うこと ◆

全身状態の確認、病状・健康の管理 日常生活動作（ADL）訓練身体の機能訓練

外出訓練 趣味活動の提案 福祉用具の選定、住宅改修の助言

　身近な医療のことについて当院の医療スタッフが出張してお話ししています。（※費用は無料です。）

　仁淀病院では、町民の皆さんとの交流、健康管理へのお手伝いを担うために、当スタッフが地区の公民
館や集会所などにお伺いして、健康学習を行う『地域出前講座』を行っています。

地 講出 の域 座前 ご 案 内

在宅医療 介護保険制度

生活習慣病

『こういう話を聴きたい』、
『こういうことを知りたい、学びたい』
という要望がございましたら、
遠慮なくご連絡ください。

転倒予防
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図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

◆ 図書館バスの運行について ◆
（吾北・本川・天王地区）

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

 ８５０－４３６０

●図書館ホームページ　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/ （図書の検索・Web予約※ができます。）
　※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30までホームページの閲覧、Web予約ができません。ご了承ください。

▪住所 … いの町元町41番地　  850－4360　
▪開館時間 … 9：30～18：00
▪８月の休館日 … 月曜日、29日（館内整理日）

▪住所 … いの町枝川2462番地　  850－4350
▪開館時間 … 9：30～18：00
▪８月の休館日 … 月・水・金・日曜日

10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３歳児・保護者対象】
絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽しみ
ませんか？お気軽にご参加ください。

　７月から引き続き、自由研究の
本や課題図書の展示を行うと同時
に夏に関する絵本の展示も行いま
す。

＊ Peek a boo ＊

＊ 夏の絵本を展示しています ＊

８
19 火

10：00～11：00
☆ 今月は第１金曜日 ☆

＊ 読み聞かせ勉強会 ＊

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室（枝川コミュニティセンター内）

新しく入った本　下記のほかにもあります。
【小説】
・迷子の王様－君たちに明日はない5－（垣根　涼介 著／新潮社）
・ことり屋おけい探鳥双紙（梶　よう子 著/朝日新聞出版）
・決断（小杉　健治 著／双葉社）
・盲目的な恋と友情（辻村　深月 著/新潮社）
・ザ・ベストミステリーズ2014　–推理小説年鑑-（日本推理作家協会 編/講談社）　
【児童】
・100円グッズで不思議！面白い！（100円グッズでできる工作＆実験ブック2）（理論社）
・さがし絵で発見！世界の国ぐに12　ブラジル（あすなろ書房）
・いのちつぐ「みとりびと」（國森　康弘 写真・文/農山漁村文化協会）
・十代のきみたちへ－ぜひ読んでほしい憲法の本－（日野原重明 著/冨山房インターナショナル）
・忍者の大研究（ＰＨＰ研究所）
・数学の広場１～８（日本図書センター）

【ノンフィクション・そのほか】
・長宗我部元親と四国（津野　倫明 著／吉川弘文館）
・森ではたらく！－27人の27の仕事－（学芸出版社）
・江戸の食文化（原田　信男 編/小学館）　　
・サツキ盆栽と花を楽しむ（栃の葉書房）
・モンスター－尼崎連続殺人事件の真実－（一橋　文哉 著／講談社）

▪吾北地区・本川地区の方へお知らせ▪
　吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立
図書館の小説、ノンフィクション、料理、健康の本な
どあらゆるジャンルの書籍を随時100冊貸出しして
います。是非ご利用ください。

予定

８
１ 金

▪日時：８月９日（土）14：00～（１時間程度）
▪場所：いの町立図書館２階多目的ホール
▪講師：宅間　一之 氏（高知県立歴史民俗資料館顧問）

＊ くつしたのあな ＊

＊ 講演：「坂本龍馬の生き方」のお知らせ ＊

14：30～15：30 
☆ 毎月第3土曜日 ☆

８
16 土

～幼児から小学生のための
ストーリーテリングと読み聞かせの時間～ 

●休館日の返却はブックポストをご利用ください。
　本館は正面玄関、枝川分室は入口に設置しています。
●いの町立図書館の本などは、本館・枝川分室どちら

でも返却できます。

＊予約が必要です。
　図書館カウンター又は
　お電話にてご連絡ください。
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院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

友
草　

水
月	

選

「
当
季
雑
詠
」

新
茶
吸
む
妻
と
和
菓
子
の
一ひ
と
と
き刻
を

　

大
川　

節
弥

（
評
）何
と
な
ご
や
か
で
至
福
の
一
句
で
し
ょ
う
か
。

　

京
菓
子
で
あ
ろ
う
か
。菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら

新
茶
を
飲
ん
で
い
る
ご
夫
婦
、和
菓
子
の
匂
い
、新

茶
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。何
や
か
や

と
慌
た
だ
し
い
世
相
の
中
、お
孫
さ
ん
の
話
で
も

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。穏
や
か
に
心
温
ま
る
句

で
あ
り
、老
夫
婦
の
生
活
の
一
齣こ

ま

で
あ
る
。

◦
新
茶
吸
む
母
の
齢
を
は
る
か
越
え中

村　

苑
子

佇
た
た
ず
め
ば
ほ
た
る
の
袋
の
親し
た

し
か
り

田
蔦
恵
美
子

（
評
）庭
に
咲
い
て
い
る
花
を
見
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。佇
ん
で
そ
の
花
を
見
て
い
る
と
、今
ま
で
気

が
付
か
な
か
っ
た
花
の
状
態
、釣
り
鐘
状
の
大
き

な
花
が
思
っ
て
い
た
よ
り
親
し
い
花
だ
と
愛
着
を

感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

花
に
蛍
を
入
れ
て
遊
ん
だ
の
で
蛍
袋
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、実
は「
蛍
袋
」で
は
な
く「
火ほ

垂た
る

袋
」提ち

ょ
う

灯ち
ん

の
こ
と
だ
と
も
。花
の
色
に
は
紅
紫
色
と
白
花

が
あ
り
、赤
提
灯
、白
提
灯
と
も
呼
ば
れ
、日
本
全

国
、韓
国
、中
国
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。

◦
人
声
の
蛍
袋
に
来
て
や
さ
し

高
橋　

悦
男

振
り
向
け
ば
ふ
り
向
い
て
を
り
日
傘
の
娘

間　
　

浩
太

（
評
）日
射
し
が
強
い
道
で
日
傘
を
さ
し
た
若
い
娘

と
す
れ
違
っ
た
。見
た
こ
と
が
あ
る
娘
、誰
だ
っ
た

ろ
う
と
振
り
向
く
作
者
。日
傘
の
娘
も
見
覚
え
の

あ
る
お
じ
さ
ん
か
な
と
同
時
に
振
り
向
い
た
の
で

あ
る
。作
者
と
日
傘
の
娘
の
動
作
や
表
情
が
読
み

と
れ
る
句
で
私
た
ち
も
日
ご
ろ
よ
く
経
験
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

日
傘
は
江
戸
時
代
に
紙
を
張
っ
た
日
傘
が
流
行

し
、明
治
時
代
に
な
っ
て
西
洋
か
ら
パ
ラ
ソ
ル
と
し

て
伝
わ
っ
た
。日
傘
は
夏
の
季
語
で
春
は「
春
日
傘
」

と
い
う
。

◦
唐
寺
を
出
る
真
白
な
日
傘
か
な

有
馬　

朗
人

咲
き
終
え
し
鉢
の
剪
定
朝
涼
し

川
村　

博
子

（
評
）鉢
植
え
の
花
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
花か

木ぼ
く

の
若
返
り
の
た
め
剪
定
し
た
の
で
あ
る
。剪
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
茎
が
伸
び
、ま
た
た
く

さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
る
。花
木
で
は
さ
つ
き
、草
花

で
は
石
竹
な
ど
剪
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

６
月
と
は
い
え
真
夏
日
が
続
い
て
い
る
が
朝
は

や
は
り
涼
し
い
。季
語
の「
涼
し
」は
朝
夕
の
涼
し

さ
、水
辺
の
涼
し
さ
、星
の
涼
し
さ
な
ど
暑
さ
の

中
の
涼
し
さ
を
捉
え
表
現
す
る
。

◦
酒
蔵
の
裏
涼
し
く
て
朝
の
市

沢
木　

欣
一

　　二
句
抄

一
揺
り
す
る
度
馴な

染じ

む
実
梅
か
な	
津
田　

久
美

故
郷
は
老
人
ば
か
り
麦
の
秋

田
水
張
る
光
と
風
に
山
ゆ
ら
ぐ	

國
田　

貞
子

子
ツ
バ
メ
や
二
世
帯
ほ
ど
が
朝
の
舞

尾
瀬
ヶ
原
白
い
恋
人
水
芭
蕉	

森
岡　

照
月

七な
な

十そ

路じ

の
背
丈
を
越
え
し
立
葵

朝
刊
の
入
る
音
の
し
て
明
易
し	

岡
本
と
も
子

テ
ー
ブ
ル
に
眼
鏡
が
一
つ
梅
雨
の
午
後

耕
し
の
一
鍬
ご
と
に
鳥
囃は
や

す	

片
岡　

包
女

万
緑
に
渡
る
風
あ
り
鳶
と
ん
び
舞
う

紫
陽
花
の
彩
を
映
し
て
川
渡
る	

小
野
川
町
子

ラ
ン
ド
セ
ル
揺
ら
せ
走
る
子
梅
雨
に
入
る

夕
立
の
土
掘
る
ご
と
き
音
立
て
て	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

紫
陽
花
に
も
て
遊
ば
れ
る
老
の
恋

青
嵐
相
合
傘
で
濡
れ
て
い
る	

岡
村　

嘉
夫

蜘
蛛
去
ら
ず
叩
き
落
と
し
て
ナ
ン
マ
イ
ダ

梅
雨
晴
間
田
園
渡
る
風
み
ど
り	

大
川　

節
弥

紫
の
花
多
き
庭
さ
み
だ
る
る	

田
蔦
恵
美
子

紫
陽
花
が
通
夜
の
帰
り
慰
め
る	

間　
　

浩
太

谷
水
を
た
ぶ
た
ぶ
流
し
蕗
晒
す	

川
村　

博
子

釣
糸
の
瀬
音
に
ま
じ
る
河か

鹿じ
か

笛	

友
草　

水
月

青
葉
光
糸
通
す
間
の
止
め
る
息

　
　

名　

句　

鑑　

賞	

水
月　

閑し
ず
かさ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声	

松
尾　

芭
蕉

　

静
ま
り
返
っ
て
物
音
一
つ
し
な
い
寂
寞
と
し
た

山
寺
。蝉
の
鳴
き
声
が
大
き
な
岩
の
中
ま
で
染
み

込
ん
で
ゆ
く
よ
う
だ
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。こ
の

山
寺
は
山
形
県
の
立り

っ
し
ゃ
く石
寺
で
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

私
も
約
20
数
年
前
県
退
職
教
員
の
秋
の
研
修
旅

行
に
参
加
し
、１
千
段
余
の
石
段
を
昇
り
こ
の
寺

を
訪
ね
た
。

　

急
な
石
段
、凝ぎ

ょ
う
か
い
か
く
れ
き
が
ん

灰
角
楽
岩
の
風
化
し
た
奇
岩

怪
岩
の
山
道
は
初
秋
の
風
が
吹
い
て
蝉
の
声
を

聞
く
こ
と
も
汗
を
か
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。紅
葉

の
名
所
と
も
な
っ
て
い
る
山
寺
で
あ
る
が
紅
葉
に

は
少
し
早
か
っ
た
。眼
下
に
広
が
る
平
野
や
連
な

る
山
々
の
眺
望
、断
崖
に
へ
ば
り
つ
く
仏
閣
宗
教

の
偉
大
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。芭
蕉
46
歳

旧
７
月
13
日
の
午
後
、「
岸
を
め
ぐ
り
岩
を
這
い

仏
閣
を
拝
し
佳
景
、寂
寞
と
し
て
心
す
み
行
く
の

み
お
ぼ
ゆ
」と
述
べ
て
い
る
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 
８
９
３

－

２
０
１
２
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８ 月 ・ ９ 月 の 催 し 物

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場

できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中

■ホームページが新しくなりました。
　http://kamihaku.com/

○和紙でつづる「四季のうた」
　開催中～８月１３日（水）
　小中高校生から大人までの和紙

に親しむグループが、土佐和紙を
使って創作した作品約40点を展示
しています。

○第２９回紙とあそぼう作品展
　開催中～８月２４日（日）
　子どもたちに「紙」を身近に感じて

もらおうと毎年開催している「紙
とあそぼう作品展」。今年も全応
募作品を一堂に展示しています。

○吉川染工房の仕事と絵金展
　８月２日（土）～８月３１日（日）
　香南市「吉川染工房」の展示会で

す。手漉き土佐和紙を使った手描
きの土佐凧や、高知県独特のフラ
フ、吉川家所蔵の絵金の白描画な
どを展示します。タペストリーやオリ
ジナルタオル、白描画のポストカード
などの販売もあります。

　

○勇気と希望と夢２０１４
　－「作業所ら・ら・ら」第８回グループ展－
　８月１５日（金）～８月２７日（水）
　作業所ら・ら・らのメンバー20名が

「勇気と希望と夢」をテーマに制
作した約70点の作品を展示します。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○初秋の
　ちょっとお洒落な手作りIRO・色展
　９月３日（水）～９月６日（土）
　南の風グループの手作り愛好家５

人による展示会です。“ちょっとお洒
落な普段着”をテーマに、天然素
材・着物素材の洋服・布小物類、染
物、木工細工アクセサリーなど合わ
せて約180点を展示販売します。

○トリエンナーレ
　タイムスリップして見なーれ！！
　８月２日（土）～８月１７日（日）
　1990年にはじまり、世界でも有数

の国際版画公募展と言われるまで
に成長した高知国際版画トリエン
ナーレ展。第９回展を目前に控え、
紙の博物館が収蔵する過去の受
賞作品を一堂に展示し、第１回展
から2011年に開催された第８回展
までの歴史を振り返ります。

主催：土佐和紙国際化実行委員会（事務局:いの町紙の博物館内）第９回展覧会：１０月１１日（土）～１１月３０日（日）

高知国際版画トリエンナーレ展あれこれ

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日休館）

ギャラリー・コパで
展示会をしてみませんか？

　個人・グループによる美術作品な
どの展示及び事業主による展示販
売・イベントなどに会場をお貸しし
ています。
　詳細については、ギャラリー・コパ
までお問い合わせください。

▪使用料（1日あたり）
ギャラリー１（西側31.11㎡）1,180円
ギャラリー２（東側26.25㎡）1,180円
回廊　      （　　44.61㎡）1,180円
販売手数料　　　　 　売上額の８％

第７回高知国際版画トリエンナーレ展（2008年3月15日～4月20日）
　第７回展は、応募者数は第６回展に及ばなかったものの国（地域）数では過去最多の
77を記録しました。18年の歴史を刻み、名実ともに世界でも有数の国際公募版画展に
成長してきたことが窺

うかが

えます。
　また、「土佐和紙の国際化、振興を図る」ことが当初からの目的の一つにありましたが、
図録あとがきの中には『海外からの出品には、「Kozoshi」「Rice	paper」「Tosa	washi」の記述も目に付くし、何よりも高知県、特
に手すき和紙協同組合からの海外への版画用紙の出荷が大きく伸びているのが如実に物語っているだろう。』との記述があ
り、この点においてもこの展覧会が土佐和紙の振興に大きな役割を果たしていると言えるでしょう。

作品名
　WAITING FOR.....
作家名
　Ciampini Paolo
国　名　イタリア
技　法　エッチング 作品名　Milk Tea Head

作家名　塩川　彩生
国　名　日本
技　法　水性木版

作品名　聖老児立像
作家名　池田　俊彦
国　名　日本
技　法　銅版

■ 

第
７
回
大
賞

■ 

土
佐
和
紙
賞

■ 

日
和
崎
尊
夫
賞

◇応募者総数：1,382名	
◇応募作品総数：3,196点
◇応募国（地域）数：77
◇入賞作品：15点
　入選作品：180点
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県民スポーツフェスティバル2014  参加募集
No 競　技　名 開催期日 会　　　　場 申込締切日 実施態度
1	 ゲートボール

10月 5日（日）

高知県立春野総合運動公園　屋内運動場

８月15日（金）までに
社会教育課に申し込ん
でください。

当日、５：00前後
（５：00以降に問い合
わせ願います。）

※テニスは６：00以降

2	 スカッシュバレー 高知県立春野総合運動公園体育館（大・小アリーナ）
高知県立青少年体育館

3	 ボウリング ボウルかつらしま
4	 柔　　道 高知県立武道館
5	 弓　　道 高知県立弓道場
6	 ラグビーフットボール 高知県立青少年センター　グラウンド
7	 バドミントン 高知県立県民体育館　主競技場
8	 バウンドテニス 高知市総合運動場体育館　主競技場
9	 テニス 高知県立春野総合運動公園　テニスコート
10	 ターゲット･バードゴルフ 高知市東部総合運動場　多目的広場
11	 ソフトテニス 高知市東部総合運動場　テニスコート
12	 スポーツチャンバラ 高知市総合運動場体育館　補助競技場
13	 グラウンド・ゴルフ 高知県立春野総合運動公園　運動広場Ｄ
14	 剣　　道 高知県立青少年センター体育館　小アリーナ

15	 水　　泳 高知市東部総合運動場　屋内競技場（くろしおア
リーナ25ｍプール）

16	 クレー射撃 ミロク高知射撃場（安芸郡芸西村）
17	 ディスクゴルフ 高知工科大学
18	 ペタンク

10月12日（日）

香美市香北グラウンド

８月22日（金）までに
社会教育課に申し込ん
でください。

当日、５：00前後
（５：00以降に問い合
わせ願います。）

※軟式野球は６：00以
降

19	 ラージボール卓球 高知県立県民体育館　主競技場
20	 サッカー 高知県立青少年センター　グラウンド

21	

軟式野球１・２回戦
高知市東部総合運動場　多目的グラウンド
城ノ平運動公園　多目的広場
いの町総合運動場　野球場

軟式野球３・４回戦 10月19日（日）高知市東部総合運動場　多目的グラウンドいの町総合運動場　野球場

軟式野球準決・決勝 10月26日（日）高知市東部総合運動場　多目的グラウンドいの町総合運動場　野球場

22	 スキー・スノーボード 2月 1日（日）久万スキーランド（愛媛県）
１月５日（月）までに社
会教育課に申し込んで
ください。

平成27年１月31日（土）10：
00決定。10：00から17：00ま
でに問い合わせを願います。

（オープン競技）※オープン競技については、直接各競技団体に申込・問い合わせをお願いします。
1	 	サイクリング 10月 5日（日） 	いの町	吾北周辺 ９月19日（金） 高知県サイクリング協会

	882－4643

2	 	武術太極拳
10月12日（日）

	高知県立青少年体育館 ８月15日（金） 高知県武術太極拳連盟
	840－7450

3	 	パワーリフティング 	元気クラブ ９月25日（木） 高知県パワーリフティング協会
	090－7753－1422

申込・問い合わせ　社会教育課　 	893－2012（高知県教育委員会スポーツ健康教育課ホームページでもご覧になれます。）
☆総合案内：高知県教育委員会事務局　スポーツ健康教育課　 	821－4929
◎大会に出場するためには、参加料が必要となります。詳しくは大会要項及び各競技要項を参照してください。

「広報いの」に掲載する有料広告を募集しています。
■広告の掲載内容／社会的に信用度の高い情報であ
り、法令などに違反又はそのおそれがないもの、そ
のほか、「いの町有料広告掲載に関する要綱」によ
ります。
■申込方法／所定の申込書に広告案（紙、データ）な
どを添付し、掲載を希望する月の２か月前までにお

申し込みください。
■広告の規格／縦4.7ｃｍ×横17.3ｃｍ(1/5段)
■広告掲載料／３か月：30,000円、６か月：60,000円、
　　　　　　１２か月：120,000円
（掲載は、３か月・６か月・１２か月連続とする。）

■申込・問い合わせ／総務課　 	893－1113
　 ：soumu@town.ino.kochi.jp

「いの町ホームページ」に掲載する有料バナー広告を
募集しています。
■申込方法／所定の申込書に広告案を添付し、掲載
を希望する月の２か月前までにお申し込みください。
■掲載料／3か月：30,000円、6か月：60,000円、
　　　　12か月：120,000円
（掲載は、３か月・６か月・１２か月連続とする。）

■バナー規格／天地60ピクセル×左右150ピクセル

■備考／掲載者の決定、掲載の基準などはいの町有
料広告掲載に関する要綱及びいの町ホームページ
広告表現ガイドラインの基準に沿っています。詳
細は町公式ホームページ（http://www.town.ino.
kochi.jp/）でご確認ください。
■申込・問い合わせ
　総務課　 	893－1113
　 ：soumu@town.ino.kochi.jp

「広報いの」有料広告募集中

「いの町ホームページ」有料バナー広告募集中
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伊
野
南
小
学
校 

◆ 

中
学
校
の
職
場
体
験

　

今
年
も
5
月
13
日
か
ら
3
日
間
、
伊
野

南
中
学
校
か
ら
3
名
の
生
徒
が
職
場
体

験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
低
・

中
・
高
の
教
室
に
分
か
れ
て
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
中

学
生
た
ち
は
、
最
初
に
思
い
描
い
て
い
た

小
学
校
の
教
師
へ
の
憧
れ
と
は
違
っ
て
、

3
日
間
を
終
え
た
後
、
先
生
た
ち
の
大
変

さ
が
少
し
で
も
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。
中

に
は
、
「
僕
は
、
小
学
校
の
教
師
は
無
理

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
中
学
校
の
社
会
科
の

先
生
な
ら
・
・
・
。
」
と
い
う
男
子
生
徒

も
い
ま
し
た
が
、
反
対
に
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
益
々
教
師
へ
の

憧
れ
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
女
子
生
徒
も

い
ま
し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
向
け
て
、
1
日
も
早
く
教
職
の
道
を
歩

ん
で
ほ
し
い
と
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。

◆ 

子
ど
も
は
プ
ー
ル
開
き
・

　
　
　
　
　
　
保
護
者
は
救
急
法
！

　

6
月
9
日
か
ら
プ
ー
ル
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
児
童
は
、
こ
の
日
が
来
る
の
を
今

か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

入
っ
て
い
る
水
を
見
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
昨

年
よ
り
少
し
で
も
泳
力
が
伸
び
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
救
急

法
」
で
は
、
6
月
の
参
観
日
終
了
後
に
、

夏
休
み
の
プ
ー
ル
監
視
を
行
う
た
め
に
仁

淀
消
防
署
の
皆
さ
ん
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
や
人
工
呼
吸
の
仕
方
に
つ
い
て
講
習
を

受
け
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
命
を
守
る

た
め
に
保
護
者
や
教
職
員
達
も
皆
真
剣
な

様
子
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

神
谷
小
中
学
校 

◆ 

ノ
ー
ト
見
本
市
で
、

　
　
　
　
家
庭
学
習
の
成
果
を
確
認

　

神
谷
小
中
学
校
で
は
、
中
学
生
の
定
期

テ
ス
ト
期
間
に
合
わ
せ
て
、
小
中
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
家
庭
学
習
強
化
週
間
「
き

ら
り
ん
ウ
ィ
ー
ク
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
は
、
第
１
回
目
を
5
月
22
日

～
29
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間

は
、
小
学
生
も
、
テ
レ
ビ
を
見
な
い
日
や
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
い
日
を
決
め
、
時
間
の
目

標
を
立
て
て
家
庭
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
習
内
容
は
、
毎
日
の
宿
題
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
て
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

「
き
ら
り
ん
ウ
ィ
ー
ク
」
終
了
後
の
6

月
3
日
に
は
、
お
互
い
の
ノ
ー
ト
の
使
い

方
や
学
習
内
容
を
学
び
合
う
た
め
に
、
全

校
集
会
「
ノ
ー
ト
見
本
市
」
を
開
き
ま

し
た
。
ノ
ー
ト
見
本
市
で
は
、
体
育
館
に

並
べ
た
全
員
の
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
見
て

ま
わ
っ
た
後
、
お
互
い
に
気
が
付
い
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
「
今
度
か
ら
は
、

○
○
さ
ん
の
よ
う
に
、
も
っ
と
難
し
い
漢

字
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
」
「
小
学
１
年
生
は
、
と

て
も
文
字
を
丁
寧
に
書
い
て
い
て
、
絵
も

上
手
で
し
た
。
」
「
中
学
生
の
ノ
ー
ト
は

色
や
線
の
使
い
方
が
う
ま
く
、
僕
も
大
事

な
と
こ
ろ
は
線
を
使
っ
て
ま
と
め
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
、
学
習
方
法

で
参
考
に
な
っ
た
点
や
、
お
互
い
の
頑
張

り
を
評
価
し
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
２
学
期
に
実
施
す
る
予
定
で

す
が
、
家
庭
学
習
が
一
層
充
実
す
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
取
組
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

※行事への参加を希望される方は事前にお申し込みください。（ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。）
※詳しくは、ぐりぐらつうしんをご覧いただくか、直接お問い合わせください。

※妊婦さんと0歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30～15:00　　　※予約不要
※小児科医の個別相談は事前にお申し込みください。
※ヨガ講師（助産師）の産休により、7～11月は
　母乳相談、及び胎児の心音聴音をお休みします。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

＊ お楽しみ会 ＊ 
★プール（乳幼児～小学低学年用）
8月		6日（水）　10：00～11：00（毎週水・木）
　＊７日（木）はふれあい体操のため、プールはお休み

★親子ふれあい体操（乳幼児～小学低学年親子）
8月		7日（木）　10：00～11：30

★図書館バス
9月		3日（水）　10：15～11：00

★絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び
9月12日（金）　10：30～11：00

＊ てくてくひろば ＊ 
★図書館Ｐｅｅｋ	a	bｏｏ　※現地集合
8月19日（火）　10：30～11：00　

＊ 子育てを楽しむための家族ぐるみの講演会 ＊ 
★演題「家族のためのコミュニケーション

ワークショップ（仮題）」
9月		6日（土）　ぐりぐらひろば　13：30～15：00
講師　ＲＫＣ高知放送アナウンサー　井上　琢己　先生

＊ 第２回　家庭教育学級 ＊ 
★おもちゃと遊ぼう
9月		9日（火）　ぐりぐらひろば　10：00～11：00
講師　ファミーユ　渡辺　一男　先生

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

 ８月・９月初旬行事予定 

☆ 保護者会いちごサークル総会 ☆
前向きな気持ちが広がるあたたかい輪（サークル）♥

☆ お楽しみ会 ☆
みんな大好き♥　　　　
　　　　どうぶつ体操♪

☆ ほけん福祉課との連携 ☆

～管理栄養士と保育士が親子に寄り添う～

食育講座Ⅰ　

食の大切さのお話＆
食べさせっこの実習♪

食育講座Ⅱ

　離乳食作りと
親子で試食タイム?　

　子どもの睡眠や食事に悩んでいる方は少なくありません。乳幼児は大人と一緒に遊び、楽しさや
喜びを共感し合うと満足感や安心感が得られ気持ちが安定します。ご家庭でお困りの方は、保育士
がお手伝いします。夏季は赤ちゃんの沐浴から小学低学年の子どもたちまでが水遊びを楽しめるよ
う、大小様々なプールを用意してお待ちしています。お気軽にご利用ください。

【８月の内容】
 13日（水） 小児科医との座談会・個別相談
 20日（水） ママとベビーのためのお話
 27日（水） 大人のための読み聞かせ

【９月当初の内容】
 3日（水） ベビー＆ママヨガ
　　　　　 　　♥乳幼児用おやつ試食
 6日（土） 家族ぐるみの講演会
 10日（水） 小児科医との座談会・個別相談

なないろはぁと事業



26
広報いの  2014  8月号

パソコン入門コース

ワード入門コース

エクセル入門コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2007～13入門コースは、文書作
成ソフトであるワードソフトの基礎を学習
します。表現力のある文章や表の入った文
章、図を入れた文章などの作成をします。

エクセル2007～13入門コースは、表計算
ソフトであるエクセルソフトの基礎を学習し
ます。エクセルでの文字や数字の入力やグ
ラフ作成、計算方法の基礎を学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）そのほかの内容について
は、予約のときに相談内容をお願いします。

申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　 	893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

パソコン教室のご案内　９月開催予定講座

９ 月
予 定 表

９月分締切日：８月25日（月）17:00
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野	小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

開催時間 受講料ほか ９月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00

6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト　 300円 9／  6（土）

ワード入門　使用ソフト：Word2007～13（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ９月日程

Office2013
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円

Word2013用
9／13（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2007～13（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ９月日程

Office2013
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円

Excel2013用
9／14（日）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料ほか ９月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円

9／  7（日）
9／20（土）
9／28（日）

※予約がない場合は中止します。

インターネット活用 （便利な活用を学習）

開催時間 受講料ほか ９月日程

無線LAN
使用可能パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含

受講料 2,000円
テキスト　 300円 9／21（日）

お盆の恒例行事です。お誘い合わせの上、是非お越ください。

▼ 日時　８月１５日（金）　１８：００～２１：００

▼ 場所　道の駅「木の香」

▼ 内容（予定）
　・安全祈願祭	・もち投げ	・本川神楽	・和太鼓演奏
　・スティールパン演奏	・お楽しみ抽選会	・打ち上げ花火

▼ 備考　
　小雨決行ですが、大雨などで中止の場合、８：00まで
に防災行政無線で放送します。（本川地区のみ）

■問い合わせ　吉野川源流本川まつり実行委員会事
務局（本川総合支所産業建設課）　  869－2115

第29回　吉野川源流本川まつり
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　いの町の夏の風物詩の一つ。津賀谷で行われる棚田
の火まつり。約千本以上の松明が灯り、幻想的な世界
が広がります。棚田の中にある川内神社に伝わる伝統
芸能である獅子舞も奉納されます。一年に一度だけ出
現する雰囲気のある夏の催しをお楽しみください。

　水切りとは、河原の石を川面に投げ
て、水の上を跳ねさせる「スポーツ」で
す。この仁淀川国際水切り大会は、仁
淀川の河原で毎年開催しています。男
性・女性・子どもの計３部門で、美し
さ・飛距離・回数の総合評価で順位を
競います。この
夏、仁淀川で水
切りの世界王者
を決めようでは
ありませんか。

たった一日だけ出現する幻想的な世界

仁淀川で水切りの世界王者が決定！？

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログもみてください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

津賀谷　棚田の火まつり

第11回　仁淀川国際水切り大会

【日　時】 ８月23日（土）
　　　　　雨天時：８月24日（日）
　　　　　※24日も雨の場合は中止
　　　　　開　場：16：00～ 閉　会：21：00～

【場　所】 上八川津賀谷

【備　考】会場へは車での入場はできませんので、
シャトルバスをご利用ください。なお、
車は旧中央小学校校庭などに駐車してく
ださい。

【問い合わせ】吾北総合支所産業課　  867-2313

【日　時】 ８月24日（日）　※小雨決行
 9：00 ～ 16：00

【場　所】 いの町波川公園［仁淀川橋下の河原］
【参加料】 大人 500 円・中学生以下 300 円
【申込締切】8月17日（日）まで
【申込方法】

◆水切り大会チラシ（エントリーシート）にて
　FAXでお申し込みください。　   893－3275　
※チラシ（エントリーシート）は、各観光施設に置いていますの

で、ご確認ください。
◆下記アドレスからも申し込みができます。
　http://niyodoriver.com/mizukiri2014/
※川が荒れている場合は中止することがあります。
　開催可否は前日21：00までにNPO仁淀川お宝探偵団のホーム

ページで発表します。 http://niyodoriver.com/
【問い合わせ】ＮＰＯ仁淀川お宝探偵団
　　　　　　     090 － 7578 － 6172 （生野）

豪華賞品

多数アリ !!

ハート石コンテストも
同時開催！ 

♥エントリー料
100 円 / 個

ハート型の
石を探せ !!

　津賀谷棚田の火まつりの準備を手伝ってくれ
る方を募集しています。
①イベント前日に棚田に松明をセットしてくれる

方
②イベント当日松明に火を点火してくれる方
◆対象：高校生以上
◆定員（各10名程度）になり次第締め切ります。
※保険などの関係もありますので、必ず事前に

ご連絡ください。
■申込：いの町観光協会　  893－1211

▪ 大 募 集 ! ▪

いの町観光協会でも
申込受付ＯＫ！！
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保 健 行 事 予 定 表8月 9月

8 / 1 1 ～ 9 / 1 0 ８月１日～10日の予定は広報７月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

広報いのは再生紙を使用し、
		
大豆インクで印刷しています。

休
日
当
番
医

８月
３（日） 関 田 病 院  893－0047

１０（日） 宮 内 医 院  892－2555

１７（日） さ く ら 病 院  893－5111

２４（日） 仁 淀 病 院  893－1551

３１（日） 森 木 病 院  893－0014

９月
７（日） 関 田 病 院  893－0047

１４（日） さ く ら 病 院  893－5111

１５（月） 仁 淀 病 院  893－1551

２１（日） 田 村 外 科  893－5712

２３（火） と ん ぼ ク リ ニ ッ ク  879－0222

２８（日） 森 木 病 院  893－0014

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日８：30～17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申
し込みください。ハガキの場合は電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。（ハガキは
平成26年度いの町健康ガイドに入っています。）

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む
（ 育　児　相　談 ）

8／26（火） すこやかセンター伊野
９：30～９：509／ 2（火） 枝川コミュニティセンター

9／ 9（火） 天王コミュニティセンター
１ 歳 ６ か 月 児 健 診 8／21（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
７ か 月 児 健 診 9／ 4（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：00

＜１歳６か月児健診、７か月児健診は個別に通知します。＞

内　容 日　程 場　　所 時　間
乳がん・子宮頸がん検診 8／14（木） 天王コミュニティセンター ８：30～15：30
健 診 8／31（日） 下八川小学校 ８：00～９：00

内　容 実施日 実施場所 受付時間 電話予約受付期間

健 診
10／ 5（日）

すこやかセンター伊野 8：00～10：00 9／1（月）～9／ 5（金）
10／ 6（月）

乳がん・子宮頸がん検診 10／ 9（木）
長沢診療所 9：00～11：00

9／8（月）～9／12（金）
吾北中央公民館 13：30～15：30

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は１年に１回、乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回となっています。

子育てサービス

健診・がん検診

健診・がん検診予約受付

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで


